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3
　
『
同
体
新
論
』

－
　
立
憲
十
義
的
国
家
論
　
－

加
藤
は
『
眞
政
人
ぷ
』
公
川
の
翌
年
幕
に
は
侍
読
と
な
り
、
そ
の
後
天
皇
の
巡
幸
に
供
奉
す
る
な
と
、
並
の
者
に
は
容
易
に
望

み
え
ぬ
い
わ
ゆ
る
世
間
的
な
栄
達
の
道
を
登
っ
て
い
っ
た
が
、
か
の
「
民
撰
議
院
設
正
建
白
蜃
」
　
の
提
出
さ
れ
た
明
く
る
年
、

『
国
体
所
論
』
を
上
梓
し
た
の
で
あ
っ
た
。
卜
拙
隼
吉
は
い
う
、
「
『
眞
政
人
意
』
が
主
と
し
て
立
憲
因
の
施
政
方
策
を
説
い
た
も

の
で
あ
れ
ば
、
本
巾
臼
は
更
に
そ
れ
よ
り
一
歩
を
進
め
た
博
上
の
国
家
哲
学
で
あ
る
」
（
Ⅱ
（
解
）
の
一
一
▲
ペ
ー
ソ
）
と
。
こ
の
古
物
が

は
た
し
て
「
同
家
哲
学
」
を
論
じ
た
と
い
え
る
か
と
う
か
は
別
と
し
て
、
か
れ
の
従
来
の
正
憲
主
義
的
な
政
治
山
心
想
が
全
体
と
し

て
こ
こ
で
国
家
論
と
し
て
体
系
的
に
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
じ
つ
さ
い
、
『
立
憲
政
体
略
』
　
に
は

じ
ま
る
こ
れ
ら
三
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
体
や
論
述
の
仕
方
が
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
に
せ
よ
、
相
白
に
内
容
的
に
連
関
し
あ
っ

て
い
る
と
い
え
る
。
士
＝
野
作
造
も
こ
の
点
に
着
日
し
て
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
加
藤
先
生
は
円
ら
は
っ
き
り
然
う
と
は
こ

と
わ
っ
て
店
ら
れ
ぬ
か
、
私
の
考
え
で
い
え
ば
『
立
憲
政
体
略
』
と
＝
八
に
謂
は
ば
相
連
絡
す
る
三
部
作
を
為
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

即
ち
立
憲
政
体
の
大
体
の
骨
組
み
を
示
し
た
『
立
憲
政
体
略
』
に
次
い
で
、
先
生
は
こ
の
政
体
に
依
っ
て
表
現
さ
れ
る
近
代
政
治

の
新
精
神
を
通
俗
的
に
示
さ
ん
と
て
『
眞
政
人
意
』
を
お
か
れ
、
更
に
一
歩
を
進
め
て
民
羊
政
治
の
根
底
を
論
じ
同
胞
の
従
来
の

迷
夢
を
醒
ま
さ
ん
が
為
に
『
国
体
新
論
』
を
「
1
円
か
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
通
俗
的
な
る
と
否
と
の
別
は
あ
る
も
こ
の
後
の
二
書
は

今
日
の
二
日
葉
で
い
へ
ば
一
秤
の
政
治
学
に
外
な
ら
な
い
。
こ
の
政
治
学
上
の
素
養
を
頭
に
苗
へ
て
立
憲
政
体
の
運
用
に
臨
め
ば
、

韮
処
に
始
め
て
長
の
政
治
形
態
に
山
て
政
治
の
貢
理
想
は
実
現
さ
れ
得
る
と
考
へ
た
の
で
あ
ろ
う
」
（
Ⅲ
（
解
）
の
六
ペ
Ⅰ
、
ノ
）
。

＊
　
ぷ
初
の
節
「
加
藤
弘
之
の
生
旅
と
学
問
」
で
述
へ
た
よ
う
に
、
『
自
叙
伝
』
に
よ
れ
は
、
進
化
主
義
に
思
想
の
変
わ
っ
た
加
藤
は
、
明
治

－
四
年
の
政
変
の
さ
い
に
こ
れ
ら
　
着
を
、
絶
版
に
し
た
の
で
あ
る
。
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冊
　
本
書
の
題
名
に
お
け
る
「
国
体
」

と
こ
ろ
で
、
こ
の
著
作
の
題
名
は
『
同
体
新
論
』
と
い
う
が
、
こ
こ
で
「
同
体
」
と
は
何
か
。
「
何
体
」
と
い
う
タ
ー
ム
は
、

水
一
日
学
派
の
会
沢
正
・
心
斎
以
来
、
日
本
固
有
の
国
仏
の
点
味
で
川
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
加
藤
の
こ
の
晋
作

で
は
、
立
憲
訴
因
の
国
家
論
を
あ
え
て
「
国
体
論
」
と
い
う
名
称
の
も
と
に
一
般
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
か
れ
は

「
川
休
論
」
と
い
う
名
称
を
選
ん
戸
か
。
そ
れ
は
、
か
れ
が
後
爛
水
L
学
派
的
な
「
同
体
」
を
考
え
ず
、
「
真
誠
ノ
国
体
」
、
貞
汗

の
国
家
の
尖
体
を
一
般
的
に
示
そ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

H
H
頭
で
、
か
れ
は
「
1
日
く
、
「
凡
ソ
文
明
間
化
末
全
ノ
国
々
二
テ
ハ
、
末
夕
嘗
テ
H
家
君
民
ノ
真
理
ヲ
悟
ラ
サ
ル
カ
故
二
、
人
ト

ノ
困
十
ハ
悉
皆
一
刀
＋
ノ
私
有
物
ニ
シ
テ
其
内
二
日
ス
ル
倍
兆
ノ
人
民
ハ
悉
祈
　
君
＋
ノ
n
櫻
タ
ル
者
卜
川
心
ヒ
、
〃
＋
ハ
闇
ヨ
リ

此
口
僕
ヲ
牧
並
ス
ル
ノ
任
ア
レ
ト
モ
、
又
之
ヲ
己
レ
力
点
二
随
テ
制
駁
ス
ル
ヲ
得
へ
ク
、
い
僕
ハ
只
管
〃
命
忠
レ
聴
テ
一
心
之
l
l

春
事
ス
ル
ヲ
北
「
然
ノ
務
ナ
リ
ト
H
心
ヒ
、
‖
ツ
日
比
T
ノ
姿
ヲ
以
テ
廿
へ
国
体
ノ
正
シ
キ
所
以
ト
ナ
ス
。
F
・
．
日
野
郡
隅
劣
ノ
風
俗
ト
ム
ハ

サ
ル
可
ケ
ン
ヤ
。
試
ミ
ニ
m
心
フ
可
シ
。
〃
主
モ
人
ナ
リ
、
人
民
モ
人
ナ
リ
、
決
ソ
テ
異
類
ノ
省
三
ア
ラ
ス
。
黙
ル
ー
l
独
り
廿
へ
権
利

二
育
リ
テ
斯
ク
人
他
出
＝
焼
〔
大
地
、
門
は
誤
7
、
円
〕
、
懸
隔
ヲ
立
ツ
ル
ハ
抑
何
小
ソ
ヤ
。
カ
、
ル
野
鄭
随
劣
ナ
ル
同
体
ノ
囚
二
隼

レ
ク
ル
人
民
コ
ソ
、
美
二
木
幸
ノ
最
上
ト
ム
フ
へ
ン
」
（
Ⅱ
の
▲
　
　
ペ
ー
ソ
、
傍
点
¶
者
）
。
加
藤
は
、
こ
の
よ
う
な
「
野
郎
隅

劣
ナ
ル
国
体
」
「
カ
、
ル
戌
マ
ン
キ
国
体
」
「
不
正
ナ
ル
国
体
L
（
同
ペ
ー
ン
）
　
に
た
い
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
「
山
ハ
誠
ノ
同
体
」

を
刈
田
す
る
の
で
あ
る
。

＊
　
加
藤
は
「
国
家
君
民
し
、
と
く
に
「
ぷ
民
」
と
い
う
タ
ー
ム
に
つ
い
て
、
本
吉
の
全
体
を
読
む
さ
い
の
注
意
と
し
て
、
「
宕
ノ
て
ヲ
以
テ
必

ス
ン
モ
君
主
二
限
ル
ト
ナ
ス
ヲ
要
セ
ス
、
又
民
＋
ノ
ー
良
ヲ
指
ス
モ
可
ナ
リ
一
二
一
円
ペ
ー
ソ
）
と
注
し
て
お
り
、
「
国
家
君
民
一
と
い
い

な
が
ら
、
こ
こ
で
述
へ
る
こ
と
は
民
政
に
も
一
般
化
し
て
考
え
う
る
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も
わ
ざ
わ
さ
「
国
家
ぶ
丘
」
と
い
う
タ
ー
ム
を
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川
い
る
の
は
、
読
者
が
納
得
し
や
す
い
よ
う
に
、
か
れ
が
日
本
の
国
を
勺
戒
に
い
れ
て
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
と

同
時
に
注
意
し
て
お
く
へ
き
も
っ
と
巾
人
な
こ
と
は
、
本
稿
Ⅰ
（
本
誌
、
前
‥
リ
、
　
七
ペ
ー
ノ
）
　
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
か
れ
か
「
君
け
同

宿
≠
と
「
力
民
同
治
．
と
の
根
本
的
な
尖
休
的
な
差
異
を
明
確
に
理
解
し
て
い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。

加
藤
に
よ
れ
は
、
和
漢
等
（
円
本
や
中
国
な
と
の
よ
う
に
）
開
化
末
令
の
同
で
は
、
国
家
ぷ
民
の
貞
理
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た

か
ら
、
野
郡
師
劣
の
国
体
を
足
と
し
て
、
ま
す
ま
す
こ
れ
を
養
成
し
た
の
は
、
歎
か
わ
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
支
那

（
加
藤
の
用
語
）
は
さ
す
が
に
つ
と
に
開
明
に
向
か
っ
た
国
で
あ
っ
た
か
ら
、
感
服
す
へ
き
こ
と
も
あ
り
、
『
尚
＃
』
（
書
経
）
　
に

「
民
惟
邦
木
」
、
『
↓
ぷ
了
』
に
「
民
為
／
血
＝
、
封
櫻
‥
同
軍
〕
次
レ
之
、
君
為
レ
軽
」
、
『
帝
箱
』
に
「
民
帯
同
之
先
、
国
書
ポ
之
本
」

と
あ
る
の
は
、
国
家
君
民
の
貞
押
に
協
っ
た
論
で
あ
り
、
そ
の
他
歴
世
仁
君
聖
＋
、
名
賢
鴻
傍
ら
の
二
＝
′
付
も
あ
る
。
し
か
し
、
よ

丁
も
人
卜
国
十
を
君
主
の
山
‥
山
と
も
い
う
な
と
、
か
れ
臼
身
矛
盾
し
て
い
る
。
ひ
る
か
え
っ
て
わ
が
国
を
み
る
に
、
国
学
者
流
の
論

説
は
、
真
理
に
背
反
す
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
じ
つ
に
厭
ふ
へ
き
点
か
多
い
。
い
わ
く
、
「
国
ヴ
者
流
ノ
耶
愛
国
ノ
切
ナ
ル
ヨ
リ
、

頻
二
皇
統
一
系
ヲ
誇
称
ス
ル
ハ
誠
二
▲
嘉
ミ
ス
へ
ン
ト
離
モ
、
惜
イ
哉
、
同
家
〃
民
ノ
貞
理
ヲ
知
ラ
サ
ル
為
二
、
遂
二
人
ト
ノ
国

十
ハ
悉
皆
　
大
望
ノ
私
有
、
億
兆
人
民
ハ
悉
皆
　
人
里
ノ
L
臣
僕
ナ
リ
ト
ナ
シ
、
随
テ
椎
々
碑
強
付
会
ノ
妄
説
ヲ
唱
へ
、
凡
ソ
本
邦

l
l
生
ノ
タ
ル
人
民
ハ
〓
ハ
管
　
人
毛
ノ
御
心
ヲ
以
テ
心
ト
ナ
ン
、
　
天
皇
ノ
御
事
ト
サ
ヘ
ア
レ
ハ
、
善
悪
邪
止
ヲ
論
セ
ス
、
唯
什
ノ

テ
勅
命
ノ
健
二
遵
従
ス
ル
ヲ
貞
誠
ノ
臣
道
ナ
リ
ト
説
キ
、
〓
足
等
ノ
姿
ヲ
以
テ
、
我
国
休
ト
ロ
シ
、
以
テ
本
邦
ノ
カ
国
二
卓
越
ス

ル
所
以
ナ
リ
ト
云
フ
二
幸
レ
リ
、
其
見
ノ
隅
劣
ナ
ル
、
其
説
ノ
野
椰
ナ
ル
、
実
二
笑
フ
ヘ
キ
者
ト
ム
フ
へ
ン
」
（
口
の
■
　
一
ペ
ー

ソ）。

そ
れ
で
は
、
真
誠
の
同
体
と
は
と
う
い
う
国
体
で
あ
る
か
。
最
終
草
で
加
藤
は
次
の
よ
う
に
け
‖
く
。
1
以
卜
数
章
〔
立
道
国
家
に

っ
い
て
〕
論
説
ス
ル
所
ハ
国
家
君
民
ノ
貞
理
ナ
ル
ヲ
以
テ
、
〃
艮
双
方
ノ
樅
利
義
務
、
及
ヒ
其
他
ノ
閲
係
、
右
論
ス
ル
所
ノ
論
二
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合
ス
ル
二
千
リ
テ
始
メ
テ
公
明
正
人
ノ
同
家
備
ハ
レ
リ
ト
ス
へ
ノ
。
方
今
欧
米
ノ
外
、
末
夕
琶
テ
右
ノ
如
キ
国
体
仝
ク
備
ハ
レ
ル

邦
国
‥
く
に
、
国
賓
　
ア
ラ
ス
ト
雌
モ
、
他
ノ
省
岡
卜
購
モ
、
到
底
右
ノ
国
体
ヲ
得
ル
二
空
ラ
サ
レ
ハ
決
ノ
テ
真
誠
ノ
国
家
卜
称

ス
ル
二
足
ラ
ス
」
（
Ⅱ
の
一
　
四
ペ
ー
ノ
）
　
と
。

つ
い
で
加
藤
は
、
国
体
と
政
体
と
の
相
異
を
論
じ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か
れ
の
い
う
「
川
体
」
の
ぷ
味
を
い
っ
そ
う
明
確
に
し
て

い
る
。
い
わ
く
、
「
国
体
ト
ム
フ
ハ
所
謂
政
体
ト
ハ
〓
ラ
相
異
レ
リ
、
同
体
ハ
眼
目
ナ
リ
、
政
体
ハ
此
眼
目
ヲ
運
ス
ル
方
法
ナ
リ
。

故
二
川
休
ハ
万
国
＝
へ
こ
、
杓
ク
モ
前
数
章
訟
ス
ル
所
ノ
理
二
脊
ク
ヲ
詔
ス
可
ラ
ス
ト
離
モ
、
政
体
ハ
必
ズ
シ
モ
▲
ナ
ル
ヲ
要
セ
ス
、

或
ハ
君
主
政
体
ナ
ル
モ
、
成
ハ
民
主
政
体
ナ
ル
モ
、
能
ク
公
明
正
人
ノ
H
体
ヲ
ム
日
成
ノ
、
及
ヒ
紺
持
ス
ル
二
足
レ
ハ
傲
テ
日
へ
り
否

ヲ
論
セ
ス
ノ
テ
珂
ナ
リ
〔
ポ
ー
政
体
で
あ
ろ
う
と
民
卜
政
体
で
あ
ろ
う
と
、
同
体
が
公
明
正
人
で
あ
れ
は
と
ち
ら
で
も
Y
∧
し
支
え
正
い
と
す
る
′
L
■
。

「
政
休
ノ
可
否
ハ
特
二
日
ハ
同
．
1
1
人
′
ノ
椚
車
由
来
卜
、
及
ヒ
甚
入
代
風
習
二
両
テ
定
ム
ル
ヲ
芭
ン
ト
ス
、
力
人
′
欧
州
缶
同
多
ク
ハ
イ

題
〃
十
政
体
ヲ
川
ヒ
、
≠
米
利
加
汽
国
多
ク
ハ
立
最
民
に
政
体
ヲ
m
ル
ハ
即
チ
之
レ
カ
為
メ
ナ
リ
」
。
だ
が
、
国
体
か
本
バ
で
述

へ
た
と
こ
ろ
の
理
に
反
し
て
野
椰
随
劣
を
免
れ
な
い
と
き
に
は
、
決
し
て
こ
れ
を
貞
誠
の
同
家
と
称
す
る
に
止
り
な
い
。
「
〓
疋
故

二
国
体
ハ
カ
国
＝
∵
一
必
ス
　
ナ
ル
ヲ
婁
ス
ト
離
そ
、
政
体
ハ
必
ス
シ
モ
　
ナ
ル
ヲ
妥
セ
サ
ル
ナ
リ
。
［
山
レ
即
チ
H
休
卜
政
体
ノ
相

異
ナ
ル
所
以
ナ
リ
L
（
山
の
一
円
－
ハ
ペ
ー
ノ
、
傍
点
軍
刀
）
と
い
う
。

＊
　
た
が
、
加
頗
も
れ
1
政
体
と
＝
へ
和
政
体
と
の
比
較
を
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
、
凡
ノ
政
体
ハ
政
治
ノ
形
貌
ニ
ノ
テ
¶
（
実
車
ニ
ア
ラ
ス
。

実
車
ハ
巾
ク
形
貌
ハ
曜
ノ
、
日
へ
和
政
治
ハ
具
形
貌
ノ
美
ナ
ル
、
遣
力
こ
ぶ
ー
政
体
二
優
ル
ト
躍
モ
、
形
貌
ノ
契
必
ス
シ
モ
美
車
ノ
美
ヲ
什
ス

ル
二
足
ラ
ス
　
〔
形
貌
が
す
ぐ
れ
て
い
て
ら
、
実
印
が
只
林
崎
に
－
分
に
そ
損
失
を
小
し
て
い
る
と
は
か
き
。
左
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
〕
峠
7
リ
或
ハ
　
〔
黒
山

の
∵
美
ヲ
揖
ス
ル
ー
ナ
キ
ニ
ア
ラ
ス
。
放
二
や
ラ
実
車
ヲ
｛
〓
テ
〔
そ
山
観
点
か
ら
〕
形
貌
ヲ
焼
フ
能
ハ
サ
ル
ナ
リ
。
共
和
政
治
ノ
如
キ
、
美
二

良
政
体
ナ
ル
ー
放
テ
弁
ヲ
侯
ダ
ス
ト
雄
モ
、
従
来
〃
⊥
政
体
ノ
同
二
於
テ
頓
ニ
＝
（
和
政
治
ヲ
川
フ
ル
カ
如
キ
ハ
、
決
ノ
テ
治
安
ヲ
得
ル
能

ハ
サ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
或
ハ
即
丁
治
安
ヲ
舶
ス
ル
ニ
セ
ル
、
仏
国
典
班
」
等
ヲ
以
テ
般
鑑
〔
身
近
な
戒
め
　
ト
ナ
ス
へ
ノ
」
（
∵
．
に
べ
ー
ノ
）
。
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㈲
　
著
作
の
内
容
、
そ
の
体
系
性

次
に
『
国
体
新
＜
澗
』
　
の
日
録
（
目
次
）
を
掲
げ
て
、
内
容
、
そ
の
体
系
性
を
▲
門
し
よ
う
。

総

　

論

第
一
草
　
国
家
君
民
成
立
セ
シ
所
以
ノ
人
原
因

第
一
芋
　
国
家
ノ
主
眼
ハ
人
民
二
シ
テ
、
人
民
ノ
為
メ
二
君
主
ア
リ
政
肘
ア
ル
所
以
ノ
理

第
三
章
　
人
ト
ノ
囲
十
ハ
一
君
エ
ノ
私
有
二
ア
ラ
ス
、
唯
之
ヲ
管
理
ス
ル
ノ
僻
、
特
二
一
君
ト
ニ
ア
ル
所
以
ノ
埋

第
円
章
　
君
主
及
ヒ
政
府
ノ
人
民
二
対
セ
ル
権
利
義
務
、
併
二
立
法
司
法
ノ
二
億
柄

第
亙
章
　
人
民
ノ
君
主
政
府
二
対
セ
ル
権
利
義
務

第
六
章
　
人
民
自
由
ノ
権
利
、
及
ヒ
自
由
ノ
精
神

第
七
章
　
同
体
卜
政
体
卜
相
異
ナ
ル
ノ
埋
、
併
二
政
治
ノ
善
悪
公
私
必
ス
ノ
モ
政
体
二
由
ラ
サ
ル
ノ
理

先
立
つ
一
▲
著
作
に
つ
い
て
の
わ
た
く
し
の
記
述
を
前
提
に
し
て
こ
の
日
次
を
み
れ
ば
、
『
国
体
新
論
』
　
の
群
論
内
答
の
大
肌
は

か
な
り
推
察
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
加
藤
が
自
国
日
本
を
念
頭
に
お
い
て
、
こ
の
著
作
で
君
上
岡
に
よ
っ
て
論
じ
、
し
た
が
っ
て

右
民
同
治
国
家
の
尖
休
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
‖
肌
述
し
た
（
▲
．
■
ペ
ー
ジ
の
‖
＝
＊
）

本
1
1
H
の
含
む
多
く
の
重
要
な
閃
題
の
な
か
か
ら
、
以
下
で
は
右
－
の
重
要
な
も
の
を
と
り
あ
け
よ
う
。
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畑
　
天
神
政
治
説
の
批
判

－
　
加
藤
に
お
け
る
一
定
の
A
U
理
工
義
－

加
藤
は
、
総
論
に
お
い
て
、
国
家
問
題
の
考
察
に
入
神
（
す
な
わ
ち
、
今
日
い
う
神
、
G
O
d
）
を
導
入
す
る
考
え
方
を
批
判
し

て
お
り
、
こ
こ
に
は
か
れ
の
見
解
に
お
け
る
　
定
の
＜
＝
理
帖
が
み
ら
れ
る
。
「
支
那
ヲ
始
メ
、
総
テ
開
化
大
全
ノ
同
ニ
チ
ハ
、
動

モ
ス
レ
ハ
国
家
－
ノ
事
二
、
人
称
ヲ
引
A
＝
ヒ
こ
山
ス
ー
常
ニ
ソ
テ
、
或
ハ
神
勅
ヲ
唱
へ
、
成
ハ
人
命
ヲ
　
l
説
ク
等
ノ
ー
多
ノ
。
」
「
足

レ
・
・
多
ク
ハ
什
へ
が
1
、
知
識
蒙
陳
ノ
人
民
ヲ
駕
駁
〔
馬
か
ら
転
じ
て
人
を
思
い
の
ま
ま
に
使
い
こ
な
す
ノ
　
セ
ン
カ
為
メ
ノ
催
謀
ヨ
リ

起
リ
ソ
風
習
ナ
ル
へ
ソ
」
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
は
支
那
は
か
り
で
は
な
い
。
「
何
レ
ノ
同
モ
太
古
開
化
ノ
進
マ
サ
ル
時
ニ
ハ
、

総
テ
入
神
ヲ
引
＜
＝
ヒ
二
出
ス
1
常
ナ
リ
キ
。
斯
ク
月
中
入
神
ヲ
引
入
＝
ヒ
こ
山
ス
国
ヲ
西
洋
語
こ
テ
テ
オ
カ
ラ
チ
ー
〕
丁
オ
ク
ラ
ノ
・
㌧

t
h
e
O
C
r
a
C
）
〕
ト
ム
フ
。
即
チ
訳
シ
テ
人
神
政
拾
又
ハ
代
人
政
治
ノ
岡
卜
云
フ
。
凡
ソ
此
政
治
ノ
何
こ
テ
ハ
、
同
家
ノ
大
工
ハ
天

神
二
ノ
テ
人
ニ
ア
ラ
ス
。
人
二
板
リ
ー
l
‥
板
り
に
人
の
姿
に
な
っ
て
〕
、
之
二
代
リ
テ
政
治
ヲ
ナ
ス
者
ナ
リ
ト
ム
フ
ノ
説
ヲ
唱
7
、

甚
夕
荒
誕
無
稽
ノ
説
ト
ム
フ
へ
ノ
」
。
た
と
え
ば
ブ
ラ
／
ス
で
も
、
「
‥
－
七
世
紀
後
Y
か
ら
ー
八
L
t
と
紀
に
か
け
て
」
　
路
易
十
川
仰
ト
ム

へ
ル
ー
ハ
、
『
朕
ハ
入
神
ノ
現
出
セ
ル
老
ナ
リ
』
卜
R
ラ
誇
称
ソ
テ
、
人
ニ
＝
茶
虐
ヲ
極
メ
タ
リ
キ
」
（
口
の
二
一
▲
ペ
ー
シ
）
。
こ

の
点
、
加
藤
は
た
し
か
に
合
理
t
義
者
で
あ
る
。

＊
　
ル
イ
ー
四
世
の
治
世
に
は
－
権
神
授
説
（
伽
⊥
神
権
説
）
を
唱
え
た
ボ
ン
ュ
工
が
出
た
。

加
藤
は
い
う
、
こ
の
よ
う
に
葺
く
と
、
わ
た
し
に
向
か
っ
て
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
も
の
が
い
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

「
足
下
ハ
昭
二
本
邦
ノ
同
体
ヲ
モ
誹
誘
ス
ル
ト
思
ハ
ル
。
・
・
足
ト
ハ
神
輿
〔
『
日
本
1
・
．
］
紀
』
〕
　
ヲ
モ
疑
テ
、
我
力
先
宅
モ
亦
曽
テ
未

開
ノ
人
民
ヲ
覿
御
ス
ル
権
謀
ノ
為
メ
二
天
神
ヲ
引
合
ヒ
二
山
ソ
玉
ヒ
シ
ト
ス
ル
ヤ
」
と
。
こ
れ
に
答
え
て
加
藤
は
い
う
。
神
典
卜
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の
こ
と
は
尊
信
し
て
も
、
そ
れ
は
、
同
家
の
や
を
諭
ず
る
さ
い
に
は
関
係
は
な
い
と
す
る
。
い
わ
く
、
「
余
亦
敢
テ
神
輿
ヲ
疑
フ

二
ハ
ア
ラ
サ
レ
ト
モ
、
本
田
平
日
〔
本
居
首
長
・
平
川
篤
胤
〕
　
ノ
説
ニ
モ
、
凡
ソ
神
典
二
挙
ケ
ラ
レ
ク
ル
ー
ハ
皆
神
々
ノ
御
事
業
故
、

実
二
奇
々
妙
々
ノ
1
二
テ
決
ン
テ
人
知
ヲ
以
テ
思
議
ス
可
ラ
サ
ル
山
ナ
レ
ハ
、
右
ハ
神
典
1
ノ
ー
ト
ノ
テ
、
敢
テ
尊
信
ス
ル
ハ
可

ナ
レ
ト
モ
、
今
R
人
間
界
ノ
道
理
ニ
ハ
合
ハ
ヌ
故
、
国
家
L
ノ
事
ヲ
論
ス
ル
二
就
テ
ハ
、
絶
エ
テ
関
係
セ
サ
ル
コ
ト
可
ナ
ル
へ
ソ

ト
余
ハ
恩
フ
ナ
リ
。
同
家
ハ
人
間
界
二
存
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
、
筍
ク
モ
人
間
界
ノ
道
理
二
台
ハ
ヌ
ー
ハ
断
然
取
ラ
サ
ル
ヲ
可
ト
ス
へ

シ
」
（
Ⅱ
の
一
一
三
－
川
ペ
ー
シ
）
と
。
加
藤
は
こ
の
よ
う
に
一
定
の
合
理
主
義
を
と
る
。
け
れ
ど
も
、
や
は
り
結
局
は
神
典
に

拘
束
さ
れ
て
も
お
り
、
神
典
を
疑
う
わ
け
で
は
な
い
と
い
い
、
「
本
邦
ノ
皇
統
一
系
」
を
暫
し
、
皇
統
が
「
人
壌
卜
＝
ハ
二
無
窮
二

渉
ラ
セ
玉
ハ
ン
ー
ハ
、
我
輩
モ
亦
切
二
望
ム
所
」
（
口
の
一
二
一
ペ
ー
ジ
）
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
か
れ
は
、
神
典
に
淵
源

す
る
、
皇
統
の
「
人
壌
無
窮
」
　
の
非
合
理
性
に
や
は
り
と
っ
ぷ
り
と
漬
か
っ
て
し
ま
う
文
章
を
七
日
く
の
で
あ
り
、
問
題
が
こ
の
よ

う
に
国
家
の
統
治
、
す
な
わ
ち
国
事
の
最
も
槻
木
的
な
深
層
な
る
も
の
に
か
か
わ
っ
て
く
る
か
き
り
、
非
人
［
理
性
が
か
れ
の
考
え

方
の
全
面
に
ま
で
否
応
な
し
に
浸
透
し
て
く
る
。
や
が
て
わ
が
国
で
は
、
明
治
　
▲
十
▲
▲
年
に
は
万
世
一
系
の
人
皇
が
統
治
し
、
国

事
の
全
般
を
遂
行
す
る
と
す
る
欽
定
憲
法
が
、
金
ぴ
か
の
菊
花
の
紋
章
に
飾
ら
れ
て
成
立
し
、
L
杉
慎
・
＝
の
絶
対
t
義
的
憲
法
学

説
が
誕
1
し
た
。
他
方
、
後
年
の
美
濃
部
達
吉
の
天
皇
機
関
説
と
い
え
と
も
、
欽
定
遣
法
上
の
学
説
故
、
根
底
に
は
非
合
再
性
を

前
提
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
加
藤
弘
之
の
よ
う
な
思
想
は
、
象
徴
天
皇
制
の
新
憲
法
下
に
お
い
て
も
、
今
日
に
ま
で
な

お
尾
を
ひ
い
て
く
る
。
た
と
え
ば
、
同
会
の
冒
頭
で
大
望
が
光
二
n
L
た
り
、
国
際
的
外
交
に
も
か
か
わ
っ
た
り
、
7
校
教
育
の
場
に

ま
で
「
君
が
代
」
問
題
が
全
面
的
に
介
入
し
て
き
、
つ
い
に
「
君
が
代
」
は
憲
法
に
お
い
て
国
歌
と
し
て
規
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

＊
　
森
・
豊
明
首
相
は
、
日
月
－
左
目
（
．
〇
〇
〇
年
）
　
の
神
道
政
治
連
盟
の
国
会
議
員
懇
談
会
の
挨
拶
で
「
日
本
の
同
は
天
n
十
を
中
心
と
す
る

神
の
国
で
あ
る
L
と
発
二
日
し
、
国
民
の
あ
い
た
か
ら
批
判
が
ま
き
お
こ
っ
た
。
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彿
　
国
家
成
立
の
大
原
因

－
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
説
に
依
拠
－
・
－

第
一
草
で
は
、
同
家
の
起
源
与
論
王
、
そ
れ
に
は
、
前
述
し
た
大
神
政
治
説
の
は
か
、
人
民
の
争
闘
に
発
す
る
有
徳
者
の
保
護

説
、
尖
力
名
に
よ
る
弱
者
制
圧
説
、
｛
小
家
の
威
光
に
よ
る
統
御
説
な
と
の
諸
説
が
あ
る
が
、
も
っ
と
根
本
的
な
円
安
成
立
の
人
原

関
と
し
て
、
加
藤
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
既
二
一
千
余
年
′
F
川
二
於
テ
希
胤
ノ
航
学
ナ
ル
7
リ
ス
ト
テ
レ
ス
ト
ム
ヘ
ル
人
力
、
『
人

ハ
必
ス
和
紀
ヒ
テ
国
家
ヲ
成
ス
ヘ
キ
ノ
天
性
ヲ
備
へ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
』
ト
ム
ヒ
ソ
如
ク
、
其
大
根
凡
ハ
仝
ク
人
件
ニ
ア
ル
ナ
リ
。

蓋
シ
人
ハ
禽
獣
ノ
如
ク
唯
人
然
二
同
居
シ
テ
全
ク
各
個
1
一
′
－
椚
シ
得
へ
キ
者
二
ア
ラ
ス
、
必
ス
互
ヒ
二
和
紀
ヒ
＝
ハ
二
同
家
ヲ
成
ソ

テ
人
々
相
生
養
ス
へ
キ
人
件
ア
リ
。
T
m
シ
テ
何
故
二
人
二
ハ
此
ノ
如
キ
天
性
ア
リ
ヤ
ト
英
理
ヲ
探
求
ス
ル
二
日
足
レ
合
ク
人
ノ
万
物

1
1
長
ク
ル
所
以
ニ
シ
テ
、
れ
ン
人
モ
亦
禽
獣
ノ
如
ク
、
唯
人
然
二
回
㍍
ノ
、
全
ク
名
憫
二
性
病
ソ
テ
杷
エ
テ
札
止
養
ス
ル
ー
ナ
キ

ト
キ
ハ
、
決
シ
テ
其
安
寧
h
l
r
福
ヲ
得
ル
能
ハ
サ
ル
カ
故
二
、
蓋
シ
天
意
特
1
1
此
生
‥
柑
結
び
何
件
養
す
る
1
〕
　
ヲ
人
二
賦
与
セ
ノ
1

明
瞭
ナ
リ
」
（
n
の
一
一
円
－
舌
ペ
ー
ン
）
。
わ
た
く
し
が
こ
こ
で
H
H
L
た
い
の
は
、
か
れ
が
西
欧
の
学
名
か
ら
学
ん
た
に
せ
よ
、

い
ま
や
自
説
を
囲
め
る
た
め
に
旧
態
依
然
と
し
て
老
√
た
の
孟
子
だ
の
韓
非
／
た
の
、
小
国
の
誰
砧
の
　
U
を
引
川
す
る
の
で
は
な

く
、
内
政
を
論
ず
る
に
あ
た
っ
て
、
ほ
か
で
も
な
い
、
近
代
の
同
制
論
（
同
家
＜
細
∵
政
治
学
の
遠
い
出
発
点
を
な
す
ア
リ
ス
ト

テ
レ
ス
に
遡
り
、
そ
の
重
要
な
命
題
を
日
日
己
の
所
論
の
基
礎
と
し
て
こ
れ
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
両
期

的
な
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
大
神
血
ニ
〔
じ
き
じ
き
に
〕
勅
ヲ
下
ノ
テ
君
民
ヲ
定
メ
玉
ヒ
シ
カ
如
キ
1
二
ハ
ア
ラ
ス
。
」
　
「
国
家

成
立
ノ
大
原
困
ハ
、
即
チ
人
ノ
天
性
こ
　
〔
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
い
う
よ
う
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
〕
在
ル
者
二
シ
テ
、
此
人
原
因
ハ
万
国

共
二
相
同
ン
キ
1
回
ヨ
リ
疑
ヲ
谷
ル
可
ラ
ス
」
。
日
本
だ
け
が
特
別
で
天
照
大
神
の
神
勅
と
大
孫
降
臨
な
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た

の
で
は
な
い
こ
と
を
、
く
り
か
え
し
力
説
す
る
の
で
あ
る
（
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
説
の
当
否
は
、
こ
こ
で
は
問
わ
な
い
）
。
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＊

　

こ

れ

は

意

訳

で

あ

る

∵

軍

記

三

き

こ

き

こ

∴

至

言

　

㌣

：

計

≡

：

㌻

：

き

て

岩

さ

苦

言

苧

買

旨

さ

　

「

こ

の

よ

う
な
　
〔
国
家
〕
共
同
体
へ
の
衝
動
は
す
へ
て
の
人
問
に
自
然
的
に
（
生
ま
れ
な
が
ら
に
）
只
わ
っ
て
い
る
。
」

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
説
に
器
干
た
ち
い
れ
ば
、
か
れ
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
多
く
の
村
落
か
ら
成
る
終
局
的
な
共
同
体
が
ポ
リ
ス

〔
国
家
〕
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
足
性
の
い
わ
ば
全
く
極
限
に
達
し
て
い
る
共
同
体
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
生
き
る
た
め
に
発
生
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
よ
く
4
き
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
最
初
の
諸
1
共
H
休
（
家
族
と
村
落
）
も
す
で
に
自
然
に
よ
っ
て
存
在
し
て

い
る
以
上
、
国
家
は
す
へ
て
自
然
に
よ
っ
て
存
在
し
て
い
る
。
L

I
　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
都
巾
国
家
（
ポ
リ
ス
）
よ
り
も
大
き
な
共
同
体
を
考
え
て
い
な
い
。

＊
＊
　
「
人
間
は
な
に
ゆ
え
に
と
ん
な
蜜
蜂
や
と
ん
な
群
棲
動
物
よ
り
も
い
っ
そ
う
ポ
リ
ス
的
な
動
物
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
も
明
ら
か
で

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
自
然
は
な
に
も
の
を
も
無
駄
に
は
作
ら
ず
、
し
か
も
動
物
の
う
ち
で
は
、
た
た
人

間
だ
け
が
ロ
ゴ
ス
∵
口
粟
、
翠
和
丁
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
。
な
お
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
　
「
す
へ
て
の
人
間
は
ヰ
ま
れ
な

が
ら
に
知
る
こ
と
を
欲
す
る
」
と
、
人
間
の
知
的
な
探
究
へ
の
意
欲
を
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
『
形
而
上
学
』
の
冒
頭
を
飾
る
一
一
一
＝
英
で
あ
り
、

ロ
ゴ
ス
、
理
性
、
そ
し
て
知
へ
の
愛
を
も
つ
人
間
は
動
物
の
う
ち
で
も
っ
と
も
す
く
れ
て
い
る
、
と
か
れ
は
考
え
て
い
る
。

「
パ
ま
れ
な
が
ら
に
」
（
a
n
q
：
）
と
い
う
こ
と
は
、
大
皿
人
権
思
想
、
立
芯
的
民
主
政
治
思
想
に
も
ひ
き
つ
か
れ
る
の
で
あ
る
が
、
同

時
に
生
物
学
の
領
域
で
も
画
期
的
な
成
果
を
後
世
に
の
こ
し
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
お
い
て
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
り
物
の
樺
は
き
ま
っ
て

い
る
と
い
う
、
樺
（
す
な
わ
ち
、
形
相
、
m
訂
責
s
p
e
c
】
e
S
）
の
同
一
性
の
見
解
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

古
代
ギ
リ
シ
ア
で
も
、
ア
ナ
ク
ソ
マ
ン
ト
ロ
ス
、
工
ン
ペ
ト
ク
レ
ス
の
よ
う
な
進
化
思
想
が
初
歩
的
で
は
あ
る
が
い
た
か
れ
て
い
た
が
、
ア

リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
、
種
の
変
化
に
は
反
対
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
よ
り
も
　
丁
年
以
卜
も
前
の
こ
と
で
あ
り
、

和
不
変
の
問
題
は
別
と
し
て
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
牛
物
学
的
卜
の
業
績
に
驚
嘆
し
て
い
る
。



加藤弘之の立憲主義思想（岩崎）

㈲
　
君
主
政
府
と
人
民
の
権
利
、
と
く
に
抵
抗
権

加
藤
は
、
れ
ト
政
府
の
人
民
に
た
い
す
る
あ
り
方
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
縦
令
力
世
一
系
ノ
本
邦
卜
雌
モ
亦
力
国
卜

同
ノ
ク
、
国
家
ノ
主
眼
ハ
人
民
二
／
テ
　
人
皐
及
ヒ
政
肘
ハ
、
特
1
1
此
人
民
ヲ
保
護
勧
導
シ
テ
、
以
テ
‖
ハ
安
寧
l
・
半
袖
ヲ
求
メ
シ
ム

ル
為
メ
ニ
〃
在
ン
▲
k
フ
石
ト
ナ
ス
へ
ク
」
　
ム
々
（
口
の
三
石
ペ
ー
ジ
）
、
ま
た
「
君
－
政
肘
ノ
職
学
ハ
、
概
シ
テ
之
ヲ
［
へ
ハ

此
人
民
ヲ
保
護
ノ
テ
其
牛
命
卜
権
利
卜
、
及
ヒ
所
有
ヲ
安
合
ナ
ラ
／
メ
、
及
ヒ
此
人
民
ヲ
勧
誘
シ
テ
其
風
俗
卜
知
識
ト
、
及
ヒ
諸

業
ノ
例
明
ヲ
補
益
ス
ル
ノ
外
一
事
モ
ア
ル
ー
ナ
ン
」
（
江
の
一
一
七
ペ
ー
ノ
、
傍
点
等
者
）
。
ま
た
、
「
君
主
政
的
ハ
敢
テ
ロ
己
ノ

為
メ
ニ
人
民
ヲ
使
役
ス
ル
苫
二
ア
ラ
サ
レ
ハ
、
廿
藤
山
ヲ
胞
ス
ヤ
通
例
叩
人
民
公
共
ノ
交
際
∴
朴
会
上
の
相
可
的
交
‖
‥
ニ
利
害
ア

ル
へ
キ
事
什
ト
ニ
止
マ
リ
テ
、
其
他
純
然
タ
ル
私
事
し
こ
ハ
及
ホ
ス
能
ハ
サ
ル
者
ト
ス
。
…
・
若
シ
ガ
ー
政
府
日
比
笥
ノ
私
事
ヲ
椚

裁
制
ス
ル
ヲ
得
ル
ト
キ
ハ
、
省
民
自
由
ノ
権
ヲ
失
フ
カ
故
二
、
決
シ
テ
安
寧
幸
福
ヲ
求
ム
ル
能
ハ
サ
ル
1
必
然
ナ
リ
。
蓋
シ
自
由

権
ハ
天
眼
ニ
シ
テ
安
寧
幸
福
ヲ
求
ム
ル
ノ
最
婁
冒
二
最
も
必
要
で
大
切
な
、
い
わ
ば
道
只
〕
ナ
レ
ハ
ナ
リ
」
。
「
況
ノ
ヤ
人
民
ノ
霊
魂

心
思
－
二
や
リ
テ
ハ
　
〔
精
神
上
の
事
柄
、
と
く
に
そ
の
日
巾
に
か
ん
し
て
い
え
ば
〕
ポ
ー
政
肘
、
囲
ヨ
リ
敢
テ
英
権
ヲ
施
ス
能
ハ
サ
ル

宥
ト
ス
」
（
Ⅱ
の
一
一
八
ペ
ー
ジ
）
。

最
も
重
要
な
自
由
権
と
し
て
は
、
各
人
が
己
れ
の
1
命
を
保
全
す
へ
き
樅
利
（
す
な
わ
ち
牛
〃
権
）
、
己
れ
の
身
体
を
H
由
に

使
川
す
へ
き
権
利
、
己
れ
の
所
存
を
日
出
に
処
分
す
へ
き
権
利
、
己
れ
の
信
ず
る
所
の
教
法
（
ぷ
門
の
教
え
）
を
白
由
に
奉
じ
、

己
れ
の
思
考
す
る
所
を
白
山
に
論
述
婁
記
す
へ
き
権
利
、
同
志
と
和
紙
ん
で
自
由
に
事
を
謀
る
へ
き
権
利
を
加
藤
は
挙
げ
る
。
こ

れ
ら
の
権
利
は
「
系
卜
天
賦
二
ゾ
テ
、
此
権
ナ
ケ
レ
ハ
絶
エ
テ
安
寧
幸
福
ヲ
求
ム
ル
能
ハ
サ
ル
者
ナ
レ
ハ
、
此
権
ハ
‥
何
び
と
と

い
え
と
も
〕
政
テ
他
ヨ
リ
奪
フ
へ
キ
苦
ノ
者
ニ
ア
ラ
ス
。
若
ン
他
ヨ
リ
之
ヲ
奪
フ
ト
キ
ハ
、
即
チ
其
安
寧
幸
福
ヲ
モ
併
セ
テ
之
ヲ

奪
フ
者
ト
ム
フ
へ
シ
。
是
故
二
人
民
ア
レ
ハ
必
ス
此
自
由
権
ア
ル
ハ
周
ヨ
リ
当
然
ノ
ー
ナ
リ
」
（
Ⅱ
の
一
二
三
ペ
ー
ン
）
と
加
藤
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は
い
う
。

人
民
は
抵
抗
権
を
さ
え
も
つ
。
加
藤
は
、
君
主
政
府
か
そ
の
樅
隈
を
超
え
て
み
だ
り
に
人
民
の
健
利
を
妨
窯
す
る
と
き
に
は
、

人
民
は
こ
れ
に
恭
順
し
な
い
権
利
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
恭
順
し
な
い
こ
と
を
義
務
と
す
へ
き
で
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
、
君
主
政
府
の
悪
を
た
だ
し
、
あ
や
ま
っ
た
命
令
や
処
分
を
正
し
き
に
復
さ
せ
る
義
務
を
n
っ
て
い
る
。
い
や

さ
ら
に
、
加
藤
は
次
の
よ
う
に
さ
え
い
う
。
「
人
艮
百
万
位
芯
尽
力
シ
テ
ポ
＋
政
府
ノ
悪
ヲ
匡
赦
セ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
、
君
－
政
府

敢
テ
之
ヲ
用
ヒ
ス
シ
テ
椚
暴
政
ヲ
行
ヒ
、
人
民
ヲ
残
苫
‥
そ
こ
な
い
こ
ろ
す
〕
ス
ル
、
愈
甚
シ
ク
到
底
免
カ
ル
、
迫
ナ
キ
二
七
レ
ハ
、

巳
ム
ヲ
得
ス
刀
に
政
府
二
抗
シ
テ
果
政
ノ
大
災
害
ヲ
免
レ
、
以
テ
大
底
ノ
人
権
ヲ
全
ウ
セ
サ
ル
可
ラ
ス
。
」
す
な
わ
ち
、
人
民
の

抵
抗
権
の
承
認
で
あ
る
。
「
米
国
ノ
英
二
抗
ソ
テ
遂
二
大
災
害
ヲ
免
レ
、
以
テ
独
立
不
鞘
ヲ
得
ル
ニ
至
リ
シ
ハ
即
チ
此
理
二
出
ル

ナ
リ
。
」
も
っ
と
も
、
「
内
乱
ノ
如
キ
ハ
国
家
ノ
危
害
最
モ
人
ナ
ル
省
ナ
レ
ハ
、
人
民
タ
ル
者
ハ
必
ス
公
明
正
大
一
点
ノ
私
ナ
千
心

ヲ
以
テ
君
主
政
府
ノ
命
令
処
分
ヲ
考
察
ン
、
其
命
令
処
分
実
二
残
虐
無
道
こ
シ
テ
、
犬
ト
ノ
公
論
既
二
之
ヲ
縦
サ
、
ル
帖
こ
7
ラ

サ
レ
ハ
、
敢
テ
抵
抗
ノ
所
／
什
ヲ
企
ツ
可
ラ
ス
」
（
Ⅲ
の
一
一
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。

4
　
『
人
権
新
説
』

－
・
封
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
へ

人
成
人
樵
主
義
ハ
猶
辰
気
楼
ノ
コ
ト
ノ
。

人
ヲ
ノ
テ
　
時
日
ハ
奇
ヲ
悦
ハ
ノ
メ
ソ
モ
既

二
椚
散
滅
尽
ノ
時
到
レ
リ

明
治
－
凹
隼
、
日
本
卜
義
的
立
憲
主
義
の
路
線
が
詔
勅
と
し
て
中
外
に
ハ
日
加
さ
れ
た
翌
年
、
加
藤
は
、
優
勝
劣
敗
、
弱
肉
強
食

の
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
の
立
場
か
ら
、
天
賦
人
権
卜
義
の
川
心
想
を
挑
発
的
に
否
定
す
る
新
著
『
人
椎
新
説
』
を
刊
行
し
た
。
田
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触
忍
は
、
前
述
の
著
作
の
な
か
で
、
か
の
政
変
に
臨
ん
で
の
加
藤
の
こ
の
節
帯
を
「
政
肘
の
万
引
の
学
問
的
弁
護
で
あ
り
、
止
り

化
で
あ
り
、
そ
れ
は
弘
之
の
御
川
学
者
ぶ
り
を
露
骨
に
示
し
」
た
も
の
で
あ
る
、
こ
れ
に
よ
っ
て
か
れ
は
「
什
会
的
小
平
等
の
合

雌
化
を
説
き
、
絶
対
主
義
と
支
配
階
級
の
弁
護
に
熱
を
入
れ
た
」
と
、
き
ひ
し
く
批
判
し
て
い
る
。

伸
　
天
賦
人
権
説
の
妄
想
で
あ
る
こ
と
、
優
勝
劣
敗
の
理

進
化
論
は
つ
と
に
E
・
S
・
モ
ー
ス
や
E
・
F
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
来
日
、
ま
た
海
外
の
諸
著
作
な
と
に
よ
っ
て
わ
が
川
に
導
入

さ
れ
て
い
た
か
、
〓
ら
社
会
タ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
の
立
場
を
掲
げ
て
登
場
し
た
の
は
加
藤
弘
之
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
に
お
け
る

ネ
1
会
タ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
の
思
想
泰
、
以
卜
、
人
肌
人
権
論
駁
昭
の
こ
の
新
著
に
よ
っ
て
述
へ
、
批
判
し
よ
う
。

加
藤
は
、
ま
ず
、
物
理
学
芹
カ
リ
レ
イ
、
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
、
ま
た
、
進
化
論
ポ
ラ
マ
ル
ク
、
ク
ー
ウ
ィ
ン
に
よ

る
近
代
∩
然
科
学
の
発
達
を
説
き
、
著
名
な
生
物
ツ
者
で
思
想
家
で
も
あ
る
E
・
H
・
ヘ
ノ
ケ
ル
の
「
我
進
化
－
義
ク
ル
ヤ
蓋
ソ

将
来
人
世
‥
人
間
の
世
の
中
〕
　
ノ
大
開
明
ヲ
促
ス
所
ノ
収
入
源
泉
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヘ
／
」
（
H
の
　
h
L
ペ
ー
ン
）
　
と
の
▲
＝
葉
を
引

く
。
進
化
卜
義
は
社
会
思
想
と
し
て
も
哲
ツ
と
し
て
も
こ
れ
は
と
市
史
で
あ
る
の
に
、
わ
が
国
で
、
あ
い
か
わ
ら
ず
哲
学
、
政
治
、

法
学
な
と
の
請
学
の
領
域
で
人
脈
人
権
L
義
の
如
き
妄
想
が
は
び
こ
っ
て
祉
会
の
進
歩
を
大
い
に
妨
け
て
い
る
の
は
、
慨
嘆
の
い

た
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
自
分
は
天
舶
人
権
主
義
の
ま
っ
た
く
存
立
し
え
な
い
　
（
か
れ
の
　
［
目
黒
で
い
え
は
、
「
天
賦
人
権
ナ
ル
モ
ノ

ハ
本
来
全
ク
実
存
ス
ル
ノ
址
7
ル
ニ
非
ス
」
と
あ
る
）
所
以
を
明
訓
し
ょ
う
、
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
加
藤
は
は
な
は
だ
挑
発
的

な
態
度
を
示
す
。
そ
し
て
、
ル
ソ
ー
を
き
ひ
し
く
批
判
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
占
来
未
曾
有
ノ
妄
想
論
者
ト
ハ
誰
ソ
。
即
独

有
名
ナ
ル
訃
酎
氏
皆
ナ
リ
。
此
人
天
性
憤
慨
激
烈
二
シ
テ
、
偶
仏
国
王
樅
〔
プ
ル
ポ
ノ
議
〕
極
盛
ノ
世
二
両
字
、
英
椚
制
u

抑
二
遇
テ
憤
濾
ノ
惰
二
堪
ヘ
ス
、
為
メ
二
着
実
二
事
理
ヲ
研
究
ス
ル
能
ハ
ス
、
遂
二
己
レ
カ
妄
想
二
誤
ラ
レ
テ
彼
署
名
ナ
ル
民
約
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論
ヲ
著
ソ
」
、
そ
の
な
か
で
「
人
民
ハ
今
日
二
ガ
リ
百
方
心
力
ヲ
尽
シ
テ
彼
憎
悪
ス
へ
キ
君
主
若
ク
ハ
貴
族
僧
徒
等
ヲ
駆
逐
シ
、

至
公
告
正
ナ
ル
共
和
政
体
ヲ
設
ケ
以
テ
五
＝
等
人
民
力
大
賦
ノ
権
利
ヲ
恢
復
ス
ル
ノ
道
ヲ
求
メ
サ
ル
リ
ブ
ス
ト
ノ
手
張
ヲ
述
へ
タ
リ

ン
ニ
」
（
u
の
二
五
八
ペ
ー
ン
）
　
ム
々
、
と
。
加
藤
は
こ
の
よ
う
に
か
な
り
感
情
的
に
な
っ
て
、
ル
ソ
ー
が
ロ
ッ
ク
ら
と
と
も
に

当
時
果
た
し
た
歴
史
的
捜
割
を
全
く
無
視
す
る
発
言
右
す
る
の
で
あ
り
、
転
じ
て
、
い
わ
ば
返
す
刀
で
天
賦
人
権
論
に
も
と
っ
く

わ
が
自
由
民
権
論
者
の
論
駁
に
た
ち
あ
が
る
の
で
あ
る
。
い
わ
く
、
「
余
ハ
物
理
ノ
学
科
〔
自
然
に
か
ん
す
る
科
学
〕
　
1
1
係
レ
ル
彼

進
化
主
義
ヲ
以
テ
天
賦
人
権
主
義
ヲ
駁
撃
セ
ン
ト
欲
ス
ル
ナ
リ
。
」
「
進
化
主
義
ヲ
以
テ
天
賦
人
権
主
義
ヲ
駁
撃
ス
ル
ハ
ロ
足
実
理
ヲ

以
テ
妄
想
ヲ
駁
撃
ス
ル
ナ
リ
。
之
ヲ
一
撃
ノ
下
こ
粉
砕
ス
ル
何
ノ
難
キ
コ
ト
カ
コ
レ
ア
ラ
ン
」
（
Ⅱ
の
一
一
ム
ヒ
、
二
ム
九
ペ
ー
ジ
）
。

＊
　
西
周
の
「
日
学
連
環
」
で
も
、
物
理
上
学
は
動
植
物
を
も
含
む
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
物
理
の
号
に
た
け
に
か
か
わ
る

の
で
は
な
い
。
拙
稿
「
西
周
と
近
代
的
諸
学
の
体
系
的
摂
取
」
『
東
ア
ン
ア
研
究
』
軍
一
八
じ
ら
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
、
九
六
ペ
ー
／
を
参
照
。

加
藤
は
、
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
主
張
を
「
生
存
競
争
ヨ
リ
生
ス
ル
所
ノ
自
然
淘
汰
〔
＝
自
然
選
択
n
a
t
u
r
a
l

s
e
l
e
c
t
岩
n
〕
」
と
安
約
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
、
「
動
植
物
力
遺
伝
変
化
〔
遺
伝
と
変
異
〕
ノ
一
▲
作
用
二
由
テ
個
々
俊
劣
ノ
等
差
〔
差

別
〕
ヲ
生
ソ
、
随
テ
各
生
存
ヲ
保
チ
長
育
〔
生
百
・
年
貢
〕
ヲ
遂
ケ
ン
カ
為
二
百
二
競
サ
ヲ
起
シ
、
優
老
常
二
捷
〔
勝
利
〕
　
ヲ
麓
テ

劣
者
ヲ
倒
ソ
以
テ
己
独
り
圧
存
ヲ
遂
ケ
、
併
セ
テ
独
り
子
孫
ヲ
挙
ク
ル
ヲ
得
ル
ハ
、
是
永
日
不
易
ノ
自
然
規
律
〔
法
則
、
秩
序
〕

二
シ
テ
、
即
力
物
法
〔
力
物
を
つ
ら
ぬ
く
法
則
〕
中
ノ
一
個
ノ
人
正
規
ト
ム
フ
へ
キ
ナ
リ
。
而
シ
テ
余
ハ
此
一
個
ノ
人
定
規
ヲ
称
シ

テ
優
勝
劣
敗
ノ
定
規
卜
云
ハ
ン
ト
欲
ス
。
崖
ソ
芋
揺
ハ
宛
カ
モ
一
人
修
羅
場
ナ
リ
。
力
物
各
日
己
ノ
ヰ
存
ヲ
保
テ
ロ
己
ノ
長
育
ヲ

逐
ケ
ン
カ
為
メ
二
、
常
一
二
人
修
紹
場
二
競
争
シ
テ
亙
二
勝
敗
ヲ
決
セ
ン
コ
ト
ヲ
足
勉
ム
ル
ナ
リ
。
而
ソ
テ
英
結
果
タ
ル
ヤ
、
常

二
必
ス
優
勝
劣
敗
ノ
定
規
云
＝
セ
サ
ル
モ
ノ
ハ
絶
テ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
（
Ⅲ
の
一
人
一
－
▲
ペ
ー
ジ
）
と
。
こ
こ
に
、
ダ
ー
ウ
ィ

ン
の
隼
存
競
争
‥
〓
然
淘
汰
（
卜
1
然
選
択
）
の
思
想
右
、
人
聞
社
会
を
も
含
む
広
義
の
仝
自
然
現
象
に
ま
で
拡
大
す
る
と
こ
ろ
の
、
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当
時
の
加
藤
の
進
化
主
義
的
世
界
観
・
哲
学
が
き
わ
め
て
明
瞭
に
示
さ
れ
て
い
る
（
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
か
れ
の
独
創
で
は
な
く
、

欧
米
で
は
進
化
主
義
の
一
般
化
が
お
こ
な
わ
れ
、
そ
の
哲
学
の
も
と
で
社
会
ク
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
が
か
な
り
に
流
行
し
て
お
り
、
か

れ
は
こ
の
流
行
の
な
か
で
R
本
で
か
れ
自
身
の
研
究
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
）
。
こ
の
よ
う
に
し
て
加
藤
は
、
ク
ー
ウ
ィ
ン
の
址

存
競
争
、
R
然
軸
汰
（
∩
然
選
択
）
の
理
論
か
ら
優
勝
劣
敗
を
ひ
き
出
し
、
一
気
に
こ
れ
を
「
〃
物
法
車
の
．
個
の
大
定
規
」
と

し
て
一
般
化
し
、
こ
こ
か
ら
だ
た
ち
に
人
脈
人
権
に
義
の
駁
撃
に
移
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
1
物
進
化
に
か
ん
す
る

ク
ー
ウ
ィ
ン
説
の
こ
の
よ
う
な
一
般
化
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
論
理
の
飛
躍
が
甚
だ
し
い
と
い
わ
ね
は
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
こ

の
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

さ
て
、
加
藤
は
、
各
個
仏
が
そ
の
体
質
や
心
性
の
迫
仁
と
変
異
と
に
よ
っ
て
相
互
に
優
劣
の
果
川
を
1
ず
る
と
い
う
こ
と
は
、

他
の
動
物
に
限
ら
ず
、
人
類
に
お
い
て
も
（
た
ん
に
1
物
の
一
種
と
し
て
の
1
物
学
的
な
細
蔵
に
と
と
ま
ら
ず
）
H
様
で
あ
る
と

す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
類
の
場
A
＝
に
は
祖
先
や
父
母
か
ら
の
遺
伝
を
受
け
る
は
か
り
で
な
く
、
祉
会
の
な
か
で
の
自
己
の
ヰ
〃
申

に
遭
遇
す
る
外
的
な
力
物
万
事
か
ら
の
影
響
に
よ
っ
て
、
体
質
や
心
性
に
さ
ま
ざ
ま
な
変
異
を
受
け
、
こ
の
た
め
各
個
人
の
あ
い

だ
に
必
ず
優
劣
の
差
が
生
じ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
自
己
の
隼
〃
中
遭
遇
す
る
万
物
万
事
と
は
、
白
己
の
環
境
た
る
、

気
候
・
地
勢
・
岨
上
、
社
会
の
風
習
・
教
法
‥
ホ
門
の
教
え
∵
政
市
、
教
育
・
教
化
、
朋
友
・
伴
侶
、
身
分
・
職
菜
、
貧
富
等
々
、

そ
う
し
た
外
的
諸
条
件
で
あ
る
。
つ
ま
り
加
藤
は
、
人
々
の
体
質
に
お
け
る
大
小
、
墟
弱
、
健
本
健
等
の
異
同
や
、
心
性
に
お
け

る
知
慮
、
敏
鈍
、
止
不
正
等
の
殊
別
は
、
い
ま
挙
げ
た
よ
う
な
、
人
間
の
社
会
生
活
上
で
の
「
千
万
無
［
姐
ノ
事
物
ノ
感
応
影
響
一

ヨ
リ
テ
自
己
ノ
〔
す
な
わ
ち
個
人
と
し
て
の
〕
体
質
心
性
二
起
ル
所
ノ
変
化
二
源
ス
ル
モ
ノ
二
シ
テ
、
足
即
吾
人
々
類
ノ
体
質
心

性
二
於
テ
、
各
優
劣
ノ
等
差
〔
差
別
〕
起
ル
所
以
ノ
関
と
ナ
ル
ナ
リ
」
と
す
る
（
筆
者
（
岩
崎
）
は
む
ろ
ん
請
個
人
に
た
い
す
る

環
境
の
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
の
あ
る
こ
と
を
認
め
る
、
だ
が
、
そ
こ
か
ら
出
発
し
て
た
だ
ち
に
生
存
競
争
、
優
勝
劣
敗
と
い
う
命
恵

を
祉
会
の
基
本
法
則
と
す
る
こ
と
に
反
対
な
の
で
あ
る
）
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
と
も
あ
れ
こ
の
よ
う
に
し
て
社
会
で
の
淘
汰
、
優
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勝
劣
敗
が
お
こ
る
こ
と
に
な
る
。
「
口
竺
申
丁
之
ヲ
観
レ
ハ
、
万
物
法
ノ
一
個
ノ
人
定
規
タ
ル
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
ハ
特
二
動
植
物

世
界
こ
岸
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
、
五
＝
人
々
類
世
界
こ
モ
亦
必
然
生
ス
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
J
知
ス
へ
シ
。
吾
人
々
類
〔
の
〕
体
質
心
性
二

於
テ
各
優
劣
ノ
等
差
ア
リ
テ
為
メ
ニ
優
勝
劣
敗
ノ
作
用
必
然
吾
人
々
類
世
界
こ
ヰ
ス
ル
ノ
理
巳
二
疑
ヲ
苓
ル
へ
カ
ラ
ス
」
と
断
ず

る
。
か
れ
に
よ
れ
は
、
そ
う
で
あ
る
以
1
、
「
彼
吾
人
々
類
力
人
々
個
々
生
レ
ナ
カ
ラ
二
ノ
テ
、
自
由
白
治
平
等
均
一
ノ
権
利
ヲ

固
有
セ
リ
ト
ナ
セ
ル
天
賦
人
権
主
義
ノ
如
キ
ハ
、
実
1
1
此
実
理
卜
矛
盾
ス
ル
モ
ノ
タ
ル
コ
ト
ハ
既
二
甚
夕
明
瞭
ナ
ル
ニ
非
ス
ヤ
ロ

実
理
卜
矛
盾
ス
ル
モ
ノ
ハ
即
妄
想
卜
祢
セ
サ
ル
ヲ
得
ス
。
妄
想
卜
実
理
ト
ハ
決
シ
テ
向
立
共
存
ス
ル
能
ハ
サ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
（
以

上
、
刀
の
三
六
▲
▲
ペ
ー
ゾ
）
。
「
加
　
之
優
勝
劣
敗
ノ
結
果
ハ
之
ヲ
古
今
ノ
事
跡
祉
会
ノ
事
実
二
就
テ
祉
明
ス
ル
コ
ト
誠
二
谷
易

ナ
リ
ト
雌
モ
、
H
由
白
治
平
等
均
一
ナ
ル
天
賦
人
権
ノ
実
存
二
至
リ
テ
ハ
之
ヲ
証
明
ス
ル
ノ
術
絶
テ
ア
ラ
サ
ル
こ
非
ス
ヤ
。
論
者

若
ン
之
ヲ
証
明
ス
ル
ノ
術
ア
リ
ト
セ
ハ
先
ツ
古
今
ノ
部
迩
社
会
ノ
事
実
二
徴
シ
テ
之
ヲ
示
セ
ヨ
」
（
口
の
　
六
三
ペ
ー
ジ
）
と
か

れ
は
迫
る
。

加
藤
に
よ
れ
ば
、
円
然
界
に
お
け
る
生
存
競
争
と
自
然
淘
汰
が
発
展
を
重
ね
て
、
社
会
に
及
び
、
つ
い
に
近
世
政
見
聞
で
闘
争

す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
今
日
欧
州
各
国
に
お
い
て
触
智
蒙
昧
の
衆
民
を
党
衆
と
す
る
社
会
党
、
共
有
党
、
虚
無
覚
な
と
は
、
狂

暴
で
は
あ
る
が
、
精
神
力
は
微
弱
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
「
仁
等
平
民
」
す
な
わ
ち
フ
ル
ソ
ヨ
7
シ
ー
は
精
神
力
が
戯
く
、

「
国
家
ノ
元
気
ハ
　
〔
か
の
狂
暴
な
班
で
は
な
く
〕
甲
フ
此
種
族
二
存
ン
社
会
ノ
与
論
習
俗
ハ
苧
フ
此
種
族
ヨ
リ
出
ル
モ
ノ
ナ
リ
。
此

稚
放
∴
す
な
わ
ち
上
等
ヰ
民
‥
ハ
中
古
ノ
封
建
割
拠
ヲ
壌
り
、
貴
族
僧
徒
ノ
椚
次
心
〔
わ
が
ま
ま
勝
丁
〕
抑
圧
ヲ
制
ン
、
人
民
ノ
∩
山
自

治
ヲ
創
始
シ
〔
こ
こ
に
は
張
本
的
人
権
思
想
に
も
と
っ
く
ア
メ
リ
カ
準
命
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
に
お
け
る
、
人
民
の
力
に
よ
る
「
人
橋
讐
∵

へ
の
無
理
解
が
い
ち
じ
る
し
い
〕
、
邦
国
ノ
秩
序
ヲ
保
革
ノ
、
進
歩
ヲ
誘
甲
／
、
社
会
ノ
徳
義
〓
m
行
ヲ
矯
止
ソ
、
学
芸
農
「
商
業
ヲ

振
興
セ
ン
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
欧
州
今
日
ノ
閲
明
ハ
讃
シ
多
ク
ハ
此
種
族
〔
上
等
ヤ
民
〕
ノ
腸
ナ
リ
ト
云
7
へ
ク
、
加
之
将
来
ノ
進
歩

モ
亦
専
ラ
此
種
放
二
依
ラ
ス
ン
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
（
Ⅱ
の
　
l
一
ハ
八
ペ
ー
ジ
）
。
こ
の
よ
う
に
、
か
れ
は
進
化
主
義
の
立
壕
か
ら
、
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人
民
の
力
を
無
視
し
て
近
代
に
お
け
る
卜
等
平
民
、
す
な
わ
ち
フ
ル
ン
ヨ
ア
ジ
ー
の
努
力
を
た
た
え
、
人
類
の
将
来
を
も
、
も
っ

ぱ
ら
こ
の
階
級
の
支
配
に
託
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

右
の
箇
所
は
、
と
く
に
加
藤
の
政
治
的
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
し
て
注
目
に
植
す
る
と
軍
っ
の
で
、
詳
し
く
引
用
を
し

た
が
、
か
れ
は
な
お
つ
つ
け
て
、
い
ま
述
べ
た
精
神
力
の
優
劣
に
よ
る
説
明
を
ば
、
時
勢
の
変
遷
、
す
な
わ
ち
当
の
社
会
の
人
惰
、

風
俗
、
習
慣
、
閃
否
〔
開
化
と
井
関
化
〕
、
文
野
‥
文
化
と
相
野
‥
等
の
変
遷
へ
の
適
応
性
と
い
う
視
点
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
補
正

す
る
。
「
蓋
ン
時
勢
ノ
変
撃
一
巾
テ
廿
蒔
撃
l
最
モ
適
応
ス
ル
省
力
即
典
社
会
ノ
優
石
ト
ナ
リ
テ
人
聴
力
ヲ
有
ス
ル
ナ
リ
」
と
。

す
な
わ
ち
、
た
と
え
精
神
力
が
傑
人
で
も
時
勢
に
適
応
し
な
け
れ
ば
決
し
て
樅
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
に
劣
賞
と
な
り
、
最
も

時
勢
に
適
応
す
る
俊
者
の
た
め
に
制
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
「
梢
神
石
ノ
最
モ
優
人
ナ
ル
者
即
優
者
力
社
会
ヲ
制
ス
ル
ノ
桁
利

ヲ
占
有
ス
ト
ム
フ
ハ
諸
種
ノ
優
者
申
最
モ
其
時
勢
二
適
応
ス
ル
者
力
社
会
ノ
権
力
ヲ
占
有
ス
ル
ノ
義
ナ
リ
ト
知
ル
ヘ
ソ
」
。
ま
た

今
日
の
劣
薪
で
あ
っ
て
も
、
時
勢
を
創
造
し
、
競
争
の
勝
者
と
な
る
場
＜
＝
も
あ
る
二
凡
ソ
時
勢
ナ
ル
モ
ノ
ハ
今
ク
‖
然
ノ
、
三

山
ル
二
ア
ラ
ス
。
又
人
力
ヲ
以
テ
大
二
之
レ
ヲ
養
成
ノ
得
ル
ハ
勿
論
ノ
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
今
日
劣
石
ト
ナ
リ
テ
籠
絡
ヲ
受
ク
ル
　
〔
ま

る
め
こ
ま
れ
従
属
さ
せ
ら
れ
て
い
る
〕
者
卜
蛾
モ
能
ク
斯
時
勢
ヲ
創
始
ス
ル
ノ
力
ア
ル
ト
キ
ハ
、
逐
二
他
人
力
古
人
［
ス
ル
所
ノ
桁
カ

ヲ
布
ヒ
テ
己
レ
カ
有
ト
ナ
ン
、
以
テ
己
レ
代
リ
テ
健
吾
ト
ナ
ル
ヲ
指
へ
シ
。
仰
ソ
足
等
ノ
コ
ト
ハ
通
常
二
人
ノ
者
能
ク
之
レ
ヲ

為
ス
ニ
非
ス
。
尖
二
衆
力
ヲ
A
＝
ソ
テ
始
メ
テ
ね
ス
ヲ
得
へ
キ
ナ
リ
。
例
へ
ハ
挽
近
〔
近
頃
〕
欧
州
ノ
上
巧
平
民
‥
フ
ル
ノ
ヨ
7
／
⊥

カ
武
門
貴
族
「
封
建
的
な
軍
事
氏
族
　
ノ
専
制
ヲ
倒
シ
テ
遂
二
今
＝
ノ
時
勢
ヲ
創
始
セ
ル
カ
如
キ
即
良
ナ
リ
。
革
ソ
古
今
時
勢
ノ
変

転
ハ
概
シ
テ
此
ノ
如
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
権
力
ノ
競
竹
足
時
二
於
テ
最
モ
数
列
州
ナ
リ
ト
ス
」
（
H
の
　
六
八
－
九
ペ
ー
㌧
ソ
）
。
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㈲
　
権
利
の
始
生
と
進
歩

加
藤
は
権
利
の
起
源
と
進
歩
発
達
を
論
ず
る
に
1
た
っ
て
、
カ
ル
ネ
リ
著
『
倫
理
と
ク
ー
ウ
ィ
ン
ー
義
』
か
ら
次
の
見
解
、
す

な
わ
ち
、
わ
れ
わ
れ
は
入
組
人
権
な
る
も
の
を
知
ら
な
い
、
た
だ
得
石
権
利
か
あ
る
こ
と
を
知
る
だ
け
で
あ
る
、
得
有
権
利
は
じ

っ
は
邦
国
‥
く
に
、
国
家
〕
と
と
も
に
存
亡
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
し
の
あ
い
だ
で
も
邦
国
を
離
れ
て
存
す
る
も
の
で
は
な
い
、

と
い
う
見
解
を
絹
介
す
る
。
こ
こ
で
、
カ
ル
ネ
リ
は
、
天
賦
人
権
す
な
わ
ち
生
来
の
固
有
の
樅
利
に
た
い
し
得
有
権
利
、
す
な
わ

ち
、
社
会
の
な
か
で
獲
得
さ
れ
る
権
利
を
対
置
し
、
か
れ
は
後
者
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
加
藤
は
こ
こ
か
ら
次
の
主

張
を
ひ
さ
だ
す
、
「
此
論
旨
こ
拠
テ
考
フ
ル
ト
キ
ハ
、
凡
ソ
権
利
ナ
ル
モ
ノ
ハ
語
人
力
始
メ
テ
桐
翠
岡
ナ
ル
社
会
ヲ
成
ス
二
至
り

ソ
時
即
邦
同
ノ
体
裁
楷
立
チ
タ
ル
時
二
於
テ
〔
そ
れ
と
〕
共
二
生
ン
タ
リ
ト
ナ
セ
ル
モ
ノ
二
ソ
テ
、
儀
シ
昆
モ
確
実
ナ
ル
説
卜

思
ハ
ル
」
（
皿
の
二
ヒ
二
ペ
ー
シ
）
と
。

こ
の
観
点
に
よ
れ
は
、
今
日
ま
だ
邦
同
を
形
成
し
て
い
な
い
社
会
で
は
人
民
の
権
利
が
生
じ
て
い
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

す
で
に
邦
国
の
体
裁
を
い
ち
お
う
只
傭
し
て
い
る
社
会
で
は
、
多
少
な
り
と
も
人
民
の
権
利
が
あ
る
と
は
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、

邦
同
の
体
裁
は
急
に
備
わ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
人
民
の
権
利
も
漸
次
的
に
生
ず
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
論
を
加
藤
は
窃

ね
て
、
結
局
、
「
凡
ソ
吾
人
ノ
権
利
ハ
蓋
シ
亜
制
ノ
人
権
カ
ヲ
掌
握
セ
ル
治
者
即
チ
最
大
優
者
ノ
保
琴
l
山
テ
邦
国
ノ
成
立
ト
‖
ハ

こ
始
メ
テ
隼
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
認
メ
テ
可
ナ
ル
へ
ン
卜
伝
ス
」
（
Ⅲ
の
一
ヒ
ム
ペ
ー
ジ
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
権
利
は
、
し
た
が
っ

て
ま
た
人
権
は
、
何
ら
井
乗
の
も
の
で
は
な
く
、
同
が
出
来
て
や
が
て
最
人
傑
煮
す
な
わ
ち
人
権
力
を
握
る
統
治
者
の
保
護
が

ぁ
っ
て
1
じ
た
も
の
と
す
る
。
そ
の
い
み
で
、
強
力
な
統
治
者
す
な
わ
ち
支
配
者
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
そ
の
保
護
が
あ
っ
て
は

じ
め
て
、
人
糠
は
存
止
し
、
ま
た
維
持
さ
れ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
こ
こ
か
ら
次
に
は
、
そ
の
支
配
者
に
た
い

し
気
に
入
ら
な
い
と
い
っ
て
抗
議
す
る
と
は
何
事
だ
、
と
い
う
見
解
も
山
て
く
る
だ
ろ
う
。
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こ
の
よ
う
に
し
て
、
あ
る
社
会
、
す
な
わ
ち
、
あ
る
因
に
ひ
と
た
び
権
利
が
1
じ
た
あ
と
で
は
、
加
藤
に
よ
れ
は
、
そ
の
権
利

の
進
化
は
優
勝
劣
敗
の
作
E
に
よ
っ
て
漸
次
的
に
お
こ
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
加
藤
は
こ
こ
で
R
・
V
・
イ
ェ
ー
リ
ン
ク
の
有

名
な
普
作
『
辟
利
の
た
め
の
閲
争
』
　
－
　
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
「
低
利
の
上
に
眠
る
な
」
と
い
う
こ
と
で
と
く
に
有
名
な
著
作

■
を
引
き
A
＝
い
に
山
し
て
、
こ
の
著
作
は
「
凡
ソ
権
利
ハ
競
争
二
由
テ
進
歩
ス
ル
所
以
ヲ
論
セ
シ
カ
願
ル
卓
論
ト
ス
へ
ン
」
と

し
た
う
え
で
、
加
藤
は
、
政
府
貴
族
に
た
い
す
る
人
民
の
什
活
－
の
要
求
に
つ
い
て
、
杜
利
の
た
め
の
闘
争
を
ば
つ
い
に
「
暴
挙
」

と
み
な
す
ー
張
を
、
次
の
よ
う
に
お
こ
な
う
の
で
あ
る
。
「
人
民
亦
れ
ソ
妄
二
政
府
山
H
族
等
ノ
権
力
種
別
ヲ
凌
辱
ノ
テ
敢
テ
之
レ

ヲ
顧
ル
ノ
心
ナ
ク
〓
ハ
管
白
J
ノ
権
利
ノ
進
歩
ヲ
ノ
ミ
是
レ
謀
ル
ニ
全
リ
テ
ハ
、
足
レ
実
二
社
会
ヲ
害
ス
ル
所
ノ
邪
悪
ナ
ル
優
勝
劣

敗
ナ
リ
ト
ム
ハ
サ
ル
へ
カ
ラ
ス
」
（
Ⅱ
の
一
七
H
ハ
ペ
ー
ノ
）
。
か
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
ま
さ
に
暴
挙
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
「
暴

挙
」
は
更
に
樅
利
の
進
歩
を
謀
る
良
術
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
と
て
も
永
続
き
す
る
も
の
で
は
な
い
の
だ
か
ら
、
貞
の

い
み
で
こ
れ
に
優
勝
劣
敗
の
称
を
㌧
え
る
へ
き
も
の
で
は
な
い
と
、
き
わ
め
て
体
制
擁
護
的
な
見
附
を
述
へ
る
。
こ
の
よ
う
に
し

て
、
か
つ
て
か
れ
の
工
脹
し
た
抵
抗
樅
の
こ
と
き
は
撤
回
す
る
こ
と
に
な
ら
さ
る
を
え
な
く
な
る
。

㈱
　
「
宇
内
大
共
同
」
＝
世
界
国
家

加
藤
は
侍
講
職
の
と
き
、
J
・
C
・
フ
ル
ン
チ
ュ
リ
の
著
『
7
ル
ケ
マ
イ
ネ
ス
・
シ
ュ
ク
ー
ツ
レ
ヒ
ト
（
国
法
ツ
総
論
）
』
　
の

人
綱
を
進
講
し
、
の
ち
に
こ
の
書
の
翻
訳
を
『
国
法
汎
論
』
と
題
し
て
文
部
省
よ
り
出
版
し
た
。
こ
の
方
は
「
時
わ
が
国
で
公
法

お
よ
び
同
家
ツ
が
普
及
す
る
の
に
影
郷
‖
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。
そ
の
た
め
に
加
臓
は
「
国
家
学
の
祖
」
と
も
い
わ
れ
る
が
、

か
れ
は
こ
の
巾
＝
物
か
ら
世
界
国
家
思
想
を
学
び
と
り
、
『
人
権
新
説
』
で
こ
の
問
題
を
と
り
あ
け
、
進
化
L
義
の
立
場
か
ら
、
人

類
同
胞
が
永
遠
の
人
私
利
即
貞
利
益
を
求
め
て
、
将
来
「
宇
内
大
共
同
」
（
い
わ
ば
世
界
同
家
）
を
形
成
す
る
に
い
た
る
可
能
性
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を
論
じ
た
。
そ
の
な
か
で
か
れ
は
次
の
よ
う
に
代
目
い
た
、
「
台
人
力
全
ク
此
〔
¶
人
′
の
欧
州
諸
国
間
の
戦
争
の
よ
う
な
〕
禽
獣
様
世
界

ヲ
脱
ス
ル
ヲ
得
ル
ハ
、
蓋
シ
後
世
所
謂
学
内
大
共
同
姶
メ
テ
ィ
チ
‥
ナ
内
各
国
同
シ
ク
遵
奉
ス
ル
所
ノ
人
制
度
大
法
律
始
メ
テ
成
ル

ノ
時
ヲ
期
セ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
、
即
雇
人
優
勝
劣
敗
起
ル
ノ
時
ヲ
斯
セ
サ
ル
へ
カ
ラ
サ
ル
ナ
リ
」
（
Ⅲ
の
　
七
八
ペ
ー
ソ
）
と
。
こ

こ
で
も
か
れ
は
、
き
び
し
い
社
会
的
な
性
岸
競
争
に
よ
る
最
大
優
勝
劣
敗
の
思
想
に
よ
っ
て
考
え
、
良
人
優
勝
者
の
も
と
で
の
敗

者
の
抑
圧
と
保
護
に
よ
る
人
共
同
に
期
待
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

＊
　
穂
積
陳
重
は
『
国
家
学
会
雑
誌
』
第
二
一
十
巻
琴
一
弓
に
寄
せ
た
、
加
藤
弘
之
へ
の
「
告
別
の
辞
」
の
な
か
で
、
「
先
年
ハ
本
邦
二
於
ケ
ル

国
家
学
ノ
開
祖
ナ
リ
」
と
し
、
次
の
よ
う
に
h
H
い
て
い
る
。
「
明
治
三
年
侍
講
ノ
命
ヲ
拝
シ
テ
『
フ
ル
ン
チ
ュ
ー
リ
』
ノ
『
ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ

ス
、
ス
タ
ー
ツ
レ
ヒ
ト
』
ヲ
訳
述
ソ
テ
『
国
法
汎
論
』
ヲ
公
ニ
ス
。
当
時
此
吉
大
二
行
ハ
レ
テ
、
本
邦
二
公
法
及
ヒ
国
家
学
ノ
思
想
ヲ
拡
ム

ル
こ
於
テ
即
著
ナ
ル
効
果
ヲ
生
セ
リ
。
本
邦
国
家
学
ノ
興
起
、
持
田
省
議
、
西
周
其
他
ノ
諸
先
輩
二
負
り
所
亦
夕
極
メ
テ
多
ノ
ト
難
モ
、
世

人
ノ
特
二
光
生
ヲ
推
シ
テ
国
家
学
ノ
開
祖
卜
為
ス
所
以
ノ
モ
ノ
ハ
主
ト
ソ
テ
此
書
7
ル
ニ
困
ル
」
（
同
誌
、
大
止
ム
年
、
巻
頭
）
。

し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
加
藤
は
、
当
時
の
多
く
の
欧
米
人
と
同
じ
よ
う
に
、
欧
米
開
明
人
民
と
最
卜
等
人
種
と
の
あ
い
だ
の

人
権
差
別
観
を
頗
く
い
だ
い
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
、
万
国
の
諸
人
種
が
す
へ
て
同
等
と
す
る
よ
う
な
宇
内
大
共
同
の
可
能
性
に
つ

い
て
は
や
は
り
困
難
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
傾
い
て
い
る
。
「
蓋
シ
宇
内
人
比
ハ
同
ノ
制
度
ヲ
以
テ
万
国
請
人
種
ヲ
同
等
ノ
モ
ノ

ト
ナ
ス
ハ
、
是
レ
即
最
大
優
勝
劣
敗
ヲ
以
テ
諸
種
ノ
小
優
勝
劣
敗
ヲ
制
ス
ル
所
以
ノ
術
ニ
シ
テ
、
実
二
吾
人
開
明
上
進
〔
向
上

ノ
致
ス
所
ナ
リ
ト
ハ
雄
モ
、
斯
ク
腎
壌
ノ
懸
隔
〔
大
地
は
と
の
へ
た
た
り
〕
ア
ル
諸
人
種
小
二
起
ル
所
ノ
優
勝
劣
敗
ヲ
全
ク
制
過

〔
制
し
お
し
と
と
め
る
〕
セ
ン
ト
欲
ス
ル
カ
如
キ
ハ
到
底
為
ン
得
へ
キ
所
二
ア
ラ
サ
ル
へ
シ
ト
思
ハ
ル
」
（
Ⅱ
の
一
八
〇
ペ
ー
ジ
）
と

い
う
。
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加
藤
の
『
人
権
新
論
』
に
た
い
し
て
は
、
さ
き
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
自
由
民
権
論
者
た
ち
か
ら
激
し
い
批
判
が
ま
き
お
こ
っ

た
。
加
藤
も
そ
れ
に
た
い
し
応
戦
し
、
そ
の
間
自
分
の
説
の
不
十
分
な
と
こ
ろ
を
補
正
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
。
こ
の
論
争
に
つ

い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
、
わ
た
く
し
か
た
び
た
び
引
用
し
た
出
畑
忍
の
著
作
『
加
藤
弘
之
』
小
の
「
『
人
権
新
論
』
論
争
」
に
ゆ

ず
ろ
う
。
植
木
枝
盛
『
天
賦
人
権
論
』
と
馬
場
最
猪
『
人
賦
人
権
論
』
に
つ
い
て
は
、
わ
た
く
し
は
本
書
中
で
両
人
を
あ
ら
た
め

て
と
り
あ
げ
る
さ
い
に
論
及
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

付
『
強
者
の
権
利
の
競
争
」
に
お
け
る
「
宇
内
統
一
国
」

加
藤
弘
之
は
、
こ
の
著
作
の
川
．
日
の
後
も
「
宇
内
大
共
同
」
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
「
宇
内
統
▲
同
」
の
思
想
に
つ
い
て
考
察
を

す
す
め
、
約
十
年
後
の
、
か
れ
の
国
家
哲
学
の
書
と
称
さ
れ
る
『
強
者
の
権
利
の
競
争
』
の
な
か
で
、
十
七
世
紀
前
半
よ
う
や
く

オ
ラ
ン
ク
に
フ
ー
コ
ー
・
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
が
出
て
近
代
的
自
然
法
に
基
礎
を
お
く
国
際
法
的
な
法
秩
序
の
確
立
を
主
張
し
た
こ
と

の
人
き
な
意
義
を
承
認
し
た
う
え
で
、
各
民
族
の
「
利
己
心
」
を
前
提
と
し
て
将
来
に
お
け
る
「
T
内
統
一
同
」
の
国
際
的
な
実

現
の
問
題
を
考
療
し
て
い
る
。

ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
出
現
に
つ
い
て
加
藤
は
い
う
。
欧
州
の
中
古
キ
リ
ス
ト
教
が
よ
う
や
く
盛
ん
に
な
っ
て
人
類
平
等
の
主
義
が

は
じ
め
て
世
に
出
て
、
各
国
の
権
利
は
平
等
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
の
主
義
が
お
こ
っ
た
が
、
そ
れ
は
ま
だ
人
′
日
の
間
際
法
を
創

立
し
た
と
は
い
え
ず
、
た
た
そ
の
根
底
を
与
え
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
「
独
り
近
今
二
至
り
テ
嘩
l
聞
ケ
タ
ル
哲
学
力
姶
メ
テ
仝
ク

国
際
法
ヲ
創
始
ス
ル
ノ
カ
ヲ
有
ソ
ク
リ
。
両
シ
テ
彼
ノ
有
名
ナ
ル
碩
学
く
ろ
て
ィ
う
す
〔
7
－
コ
上
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
〕
　
コ
ソ
即
チ

国
際
法
ヲ
創
始
セ
ル
大
祖
ト
モ
云
フ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
く
ろ
て
ィ
う
す
始
メ
テ
学
理
的
二
国
際
法
ヲ
創
始
シ
テ
各
国
民
／
和
戦
ノ

規
則
ヲ
定
メ
ソ
ヨ
リ
、
爾
来
学
理
卜
実
際
卜
相
供
二
補
成
シ
テ
次
第
二
国
際
法
ノ
進
歩
発
達
ヲ
促
ノ
以
テ
遥
二
今
H
二
幸
レ
ル
ナ

リ
」
と
。
そ
の
後
国
際
法
は
し
だ
い
に
発
展
し
た
。
「
蓋
ノ
＜
′
ロ
ノ
国
際
法
モ
数
十
百
年
間
ノ
岸
霜
ヲ
積
ミ
、
漸
ク
進
歩
発
達
ン
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テ
遂
二
今
日
＝
八
九
二
■
（
明
治
一
－
六
）
年
の
時
点
で
加
藤
は
い
＝
い
て
い
る
〕
　
ノ
ハ
几
今
二
至
り
タ
ル
ヲ
以
テ
考
フ
ル
ト
キ
ハ
、
此
国

際
法
力
史
二
発
達
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
テ
、
遂
二
芋
川
統
一
国
ノ
建
設
ヲ
促
ン
、
今
日
ノ
国
際
法
ハ
変
シ
テ
仝
ク
完
全
ノ
国
法
ト
ナ
リ
、

且
ツ
各
国
ノ
聞
及
ヒ
貧
困
臣
民
ノ
聞
二
於
テ
道
徳
ノ
ー
分
二
行
ハ
ル
ル
こ
全
ル
ノ
時
ナ
ソ
ト
ハ
決
シ
テ
信
ス
へ
カ
ラ
ザ
レ
ハ
ナ
リ
」
。

人
類
社
会
が
優
勝
劣
敗
を
領
ね
な
が
ら
、
道
徳
の
発
達
も
あ
っ
て
、
と
も
あ
れ
、
こ
の
よ
う
な
大
統
一
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
を
、

加
藤
は
期
待
し
て
い
る
。
か
れ
は
も
ち
ろ
ん
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
を
央
て
て
お
ら
ず
、
そ
の
思
想
に
よ
っ
て
で
あ
る
に
せ
よ
、

か
れ
の
空
想
に
よ
る
こ
の
期
待
を
、
わ
れ
わ
れ
は
と
も
か
く
歓
迎
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

し
か
し
や
は
り
加
藤
は
、
こ
の
見
解
に
も
疑
念
を
い
た
く
。
い
わ
く
、
「
前
述
ノ
如
ク
文
明
各
国
ノ
共
同
利
告
ハ
〓
二
月
二
増

進
ス
ル
コ
ト
必
然
ナ
レ
ハ
、
其
勢
ヒ
ヨ
リ
ス
レ
ハ
結
局
宇
宙
統
二
国
ノ
創
建
ハ
決
シ
テ
疑
7
へ
カ
ラ
ザ
ル
カ
如
ン
ト
雌
、
然
ル

こ
更
二
今
日
ノ
形
勢
ヲ
観
察
ス
ル
二
、
各
国
力
独
り
眼
前
ノ
R
利
臼
益
ヲ
謀
ル
ノ
心
情
ノ
ミ
過
甚
ナ
ル
有
様
ナ
レ
ハ
、
斯
ク
眼
前

ノ
利
益
ニ
ノ
ミ
汲
々
タ
ル
各
国
力
、
永
遠
ノ
大
自
利
人
口
益
ノ
為
メ
二
姑
ク
忍
テ
己
レ
ノ
頭
上
こ
統
　
ノ
人
権
ヲ
戴
ク
カ
如
キ

コ
ト
ハ
到
底
為
ン
椙
サ
ル
コ
ト
ナ
ラ
ン
ト
‖
心
ハ
ル
ル
ナ
リ
」
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
加
藤
は
、
宇
内
統
一
国
家
を
期
待
し
な
が

ら
も
、
そ
の
実
現
に
つ
い
て
は
悲
観
的
な
見
解
を
と
る
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
加
藤
の
こ
の
著
作
の
出
版
の
時
期
を
か
え
り
み
る
に
、
そ
れ
は
、
明
治
▲
　
－
六
二
八
九
二
）
年
、
日
清
戦
争
の

風
雲
が
し
だ
い
に
急
を
告
げ
、
日
本
の
朝
鮮
経
由
人
陸
榎
鮪
の
意
凶
が
、
い
よ
い
よ
露
骨
に
な
っ
て
き
た
時
点
に
お
い
て
な
の
で

あ
っ
た
。
他
力
、
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
戦
争
と
平
和
の
法
』
が
出
版
さ
れ
た
の
は
一
L
ハ
．
止
（
軍
水
二
）
年
、
日
本
で
い
え
は
、

家
光
が
将
軍
と
な
っ
て
ま
だ
初
期
の
頃
で
あ
る
。
日
本
は
や
が
て
苛
酷
を
き
わ
め
た
キ
リ
シ
タ
ン
弾
圧
を
繹
て
、
狭
隋
な
国
土
に

人
民
は
胴
梢
を
よ
き
な
く
さ
れ
、
〓
戸
の
振
袖
火
事
の
あ
と
几
禄
の
繁
栄
の
夢
を
結
び
、
そ
の
後
、
鵜
外
に
広
く
活
眼
を
開
い

た
新
井
白
石
と
雛
も
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
業
続
を
知
る
こ
と
な
く
、
け
戸
大
別
の
渡
辺
華
山
は
、
ニ
ー
マ
ン
と
の
対
談
で
西
欧
の
監

獄
が
人
道
的
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
き
い
て
驚
い
て
い
る
（
あ
る
い
は
か
れ
は
そ
の
対
談
で
有
名
な
チ
ェ
サ
ー
レ
・
へ
ソ
カ
リ
Ⅰ
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了
の
名
前
を
耳
に
し
た
か
も
し
れ
な
い
　
－
　
こ
れ
は
わ
か
ら
な
い
）
、
そ
し
て
ア
ヘ
ン
戦
や
以
後
、
よ
う
や
く
H
本
は
欧
米
詩
外

因
へ
と
門
戸
を
開
き
、
い
ま
よ
う
や
く
加
藤
弘
之
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
以
前
に
西
欧
で
歓
迎
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の

m
心
悪
を
み
ず
か
ら
も
都
承
し
て
、
人
類
の
未
来
に
「
宇
内
統
一
同
」
を
構
想
し
よ
う
と
努
力
し
て
い
る
。
－
　
わ
た
く
し
か
い
ま

こ
の
よ
う
に
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
に
い
く
ら
か
拘
わ
る
の
は
、
「
人
平
洋
戦
車
」
　
の
ま
さ
に
前
夜
、
す
な
わ
ち
世
界
を
あ
け
て
の
あ
の

動
乱
、
中
川
へ
の
隼
事
侵
略
の
最
〓
ハ
巾
の
あ
の
時
脱
に
、
東
人
法
ザ
邪
の
講
義
で
こ
の
普
作
『
戦
争
と
ヤ
和
の
注
』
の
こ
と
を
刃

に
し
、
そ
れ
を
手
に
と
り
、
法
思
想
の
ス
ケ
ー
ル
の
人
さ
さ
と
、
人
類
の
平
和
確
立
へ
の
か
れ
の
噺
望
に
深
く
感
銘
し
た
Ⅲ
心
い
出

が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

＊
　
も
ち
ろ
ん
ク
ロ
テ
ィ
ウ
ス
の
こ
と
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
赴
い
た
西
周
、
津
川
［
（
退
か
学
ん
だ
に
相
通
な
く
、
一
力
l
国
公
法
」
（
国
際
公
法
）
か

わ
が
円
に
導
入
さ
れ
る
過
梓
で
、
す
で
に
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

㈱
　
『
人
権
新
説
』
に
た
い
す
る
若
干
の
批
判
的
評
言

次
に
、
『
人
催
新
説
』
に
た
い
す
る
私
見
を
手
柄
に
述
へ
て
お
こ
う
。
加
藤
は
巻
末
に
欧
米
の
学
者
の
多
数
の
著
作
を
掲
け
て

お
り
、
そ
れ
ら
か
ら
各
所
で
引
川
を
お
こ
な
い
、
口
説
の
拠
り
所
と
し
て
い
る
。
か
れ
の
学
究
的
な
血
は
た
し
か
に
覗
わ
れ
る
が
、

引
川
開
所
を
拠
り
所
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ら
の
例
証
は
説
得
な
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
と
H
心
わ
れ
る
。
か
れ
の
と
る
社
会
ク
ー

ゥ
ィ
ニ
ス
ム
R
体
が
、
私
見
に
よ
れ
は
、
そ
も
そ
も
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
っ
て
、
例
址
が
例
証
に
な
り
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。
加
藤
の
論
述
は
そ
の
た
め
ー
分
な
展
開
と
は
な
っ
て
お
ら
ず
、
放
漫
の
嫌
い
が
あ
る
。
わ
た
く
し
が
こ
の
書
物
を
や
読
し

て
感
ず
る
の
は
、
し
ば
し
ば
、
未
閑
人
や
文
明
人
、
あ
る
い
は
欧
米
、
中
国
、
日
本
の
各
地
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
と
り
た
し
て
、
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一
面
的
に
進
化
論
的
な
解
釈
を
施
し
、
こ
ん
と
は
そ
の
解
釈
に
よ
っ
て
自
分
の
進
化
学
説
を
言
1
1
拠
た
て
よ
う
と
す
る
、
そ
の
循
環

的
な
方
法
の
無
印
で
あ
る
。
こ
れ
は
白
然
科
学
の
実
址
的
方
法
と
は
縁
遠
い
も
の
で
あ
ろ
う
。

加
藤
の
誤
り
は
、
結
局
、
封
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
の
諸
先
輩
に
な
ら
っ
て
、
宇
宙
を
あ
た
か
も
一
人
修
碓
場
と
み
る
よ
う
な
、

優
勝
劣
敗
と
い
う
「
永
世
小
鼻
ノ
白
然
規
律
」
「
万
物
法
小
ノ
一
個
ノ
人
定
規
」
を
打
て
よ
う
な
と
と
し
た
こ
と
、
そ
れ
を
次
心
意

的
な
例
証
の
山
に
よ
っ
て
明
証
し
よ
う
と
志
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

ク
ー
ウ
ィ
ン
が
当
時
う
ち
た
て
た
進
化
論
は
す
ぐ
れ
た
研
究
成
果
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
作
物
学
の
触
域
で
の
進
化
を

明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
り
（
し
た
が
っ
て
什
物
と
し
て
の
人
類
も
当
然
含
ま
れ
る
）
、
口
然
全
体
の
発
展
に
つ
い
て
は
何
も
い
わ

ず
、
い
わ
ん
や
人
間
社
会
に
つ
い
て
も
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
か
つ
て
わ
た
く
し
は
、
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
リ
・
ユ
ー
∴
シ
ン
の
　
『
哲
学

辞
典
』
（
邦
訳
）
中
の
　
「
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ン
説
」
　
の
項
で
、
そ
の
説
は
「
動
植
物
界
に
お
け
る
生
存
競
争
と
自
然
軸
汰
百
然
選
択
‥

に
か
ん
す
る
夕
1
ウ
ィ
ン
の
学
説
を
祉
会
発
展
の
合
法
則
性
お
よ
び
人
間
間
の
諸
関
係
の
説
明
に
え
せ
〔
偽
〕
科
学
的
に
適
用
す

る
こ
と
に
も
と
つ
い
て
い
る
。
社
会
ク
ー
ウ
ィ
ン
学
者
は
、
こ
の
法
則
を
普
遍
的
な
R
然
法
則
と
み
な
し
、
こ
の
法
則
は
人
問
封

会
で
も
有
効
で
あ
り
、
そ
こ
で
も
や
は
り
隼
存
競
争
で
生
き
ぬ
け
る
の
は
た
だ
（
強
力
）
　
で
（
適
用
能
力
を
も
っ
た
）
個
人
た
け

で
、
弱
者
は
死
滅
し
て
ゆ
く
と
、
主
張
し
た
」
と
し
、
「
こ
の
思
想
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
・
階
級
的
内
幕
は
円
木
主
義
の
祉
会
的
不

正
、
そ
の
社
会
生
活
の
奇
形
性
を
正
当
化
し
、
勤
労
大
衆
の
階
級
意
識
を
く
も
ら
そ
う
と
す
る
意
図
で
あ
る
」
等
と
り
円
い
て
い
る

の
を
読
ん
だ
が
、
妥
当
な
批
判
で
あ
る
と
思
う
。

わ
た
く
し
は
こ
こ
で
、
わ
た
く
し
の
年
来
の
科
学
的
認
識
論
の
見
地
か
ら
次
の
原
則
的
な
批
判
を
述
へ
て
お
こ
う
と
思
う
。
す

な
わ
ち
、
自
然
界
（
広
義
に
は
社
会
を
含
む
）
　
に
は
、
雅
史
的
・
階
層
的
に
相
賀
な
る
運
動
諸
形
態
を
も
つ
物
質
の
請
階
層
が
あ

る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
相
異
な
る
請
階
屑
は
、
物
質
的
運
動
の
そ
れ
ぞ
れ
に
固
有
な
法
則
性
を
も
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
法
則
間
に
安
価
な
親
椎
を
お
こ
な
う
こ
と
は
詔
さ
れ
な
い
。
二
十
圧
詭
く
前
に
わ
た
く
し
は
次
の
よ
う
に
け
‖
い
た
。
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「
自
然
の
階
層
的
構
造
は
、
．
般
的
に
論
ず
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
R
然
の
構
造
的
な
階
層
の
運
動
諸

形
態
は
、
相
互
に
無
関
係
に
孤
立
し
て
い
る
の
で
は
な
く
相
可
に
連
関
し
あ
っ
て
お
り
、
し
か
も
た
ん
な
る
平
面
的
な
連
閲
に
あ

る
の
で
は
な
く
、
相
互
に
苗
次
低
次
と
い
う
関
係
を
も
つ
段
階
の
体
系
を
な
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
（
運
動
形
態
）
　
は
国

有
の
運
動
法
則
を
も
っ
て
お
り
、
高
次
の
法
則
は
低
次
の
法
則
を
そ
れ
白
身
の
契
機
と
し
て
〈
．
1
ん
で
い
る
が
、
低
次
の
法
則
は
、

リ
㈹
次
の
法
則
の
な
か
で
は
、
そ
の
契
機
と
し
て
別
次
的
な
意
味
を
も
つ
に
す
き
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
が
固
有
な
法
則
件
を
む

つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
段
階
の
飛
躍
性
を
ホ
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
た
ん
な
る
相
互
の
断
絶
が
あ
る
の
で
は

な
く
、
相
け
移
行
・
相
互
転
化
が
あ
る
。
飛
躍
件
は
非
連
続
性
の
側
面
で
あ
り
、
和
行
転
化
は
、
非
辿
続
性
を
媒
介
と
す
る
連
続

性
の
佃
血
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
連
続
件
と
非
連
続
性
と
の
統
一
と
し
て
、
∩
然
は
聯
屑
的
梢
是
を
も
つ
の
で
あ
る
し
。
R
然
諸

科
学
の
対
象
請
徹
域
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ら
の
運
動
諸
法
則
の
間
に
こ
の
よ
う
な
弁
評
法
が
あ
る
。
い
わ
ん
や
、
今
日
日
然
の
歴

史
的
発
展
の
＝
嘩
高
段
階
に
あ
る
人
間
と
そ
の
封
会
の
法
則
が
、
自
然
界
の
卜
等
動
物
か
ら
n
回
等
動
物
へ
の
進
化
の
一
般
法
別
か
ら

の
、
い
わ
ば
の
「
ペ
ら
ほ
う
な
甲
純
な
類
推
で
解
明
さ
れ
う
る
は
ず
が
な
い
の
で
あ
る
。

注
（
2
7
）
会
沢
‖
・
心
斉
は
『
新
論
』
　
で
、
祖
国
の
実
情
を
憂
え
て
、
「
国
の
体
た
る
、
そ
れ
何
如
そ
や
。
入
れ
門
体
∪
∵
り
ざ
れ
は
、
以
て
人
と
な
す

へ
か
ら
ず
。
凶
に
し
て
休
な
く
ん
は
、
何
を
以
て
国
と
な
さ
ん
や
」
と
い
う
。
こ
う
し
て
、
．
国
体
」
と
い
う
概
念
が
日
本
に
国
有
な
国
の
体

と
し
て
臼
党
的
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
『
新
論
』
　
は
r
国
体
」
を
＋
題
と
し
て
論
じ
て
お
り
、
後
期
水
L
学
派
の
国
体
論
が
確
立
し
た
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
の
核
心
を
な
す
思
想
は
、
の
ち
旧
憲
法
第
一
条
と
し
て
成
・
又
化
さ
れ
る
「
人
目
本
帝
面
ハ
万
世
一
系
ノ
天
皇
之
ヲ
統
治
ス
し

の
思
想
へ
と
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
「
億
兆
心
を
一
に
し
て
督
そ
の
上
〔
上
郷
一
人
＝
大
n
l
〕
　
に
親
し
み
て
離
る
る
に
忍
び
ざ
る
の
尖
」
、

す
な
わ
ち
、
全
国
民
の
上
に
対
す
る
心
か
ら
の
服
従
を
根
幹
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
拙
著
、
前
掲
『
日
本
近
世
恩
想
史
序
説
』
ト
、
一
一
九

五
、
四
〇
九
～
一
〇
、
四
一
二
－
一
四
ペ
ー
ン
を
参
照
。

I
　
日
本
恩
想
大
系
5
3
『
水
P
学
」
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
、
六
九
ペ
ー
ジ
。
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岩
井
忠
熊
は
い
う
、
「
後
湖
水
↑
学
の
代
表
的
著
1
1
H
と
い
え
る
会
沢
正
・
心
斎
の
『
新
論
』
は
そ
の
『
国
体
』
の
草
で
国
体
の
歴
史
を
論
じ

た
。
後
叶
に
使
わ
れ
た
国
体
の
川
■
語
の
は
じ
め
と
い
っ
て
よ
い
」
〔
馬
場
鉄
男
、
岩
井
忠
熊
㌫
『
天
皇
制
国
家
の
統
A
H
と
支
配
』
文
坪
閥
、

一
九
九
一
符
、
一
ペ
ー
ノ
）
。
さ
ら
に
氏
は
い
う
、
「
『
神
国
M
山
想
』
は
、
明
治
政
府
に
よ
っ
て
　
つ
の
教
養
に
ま
で
晶
め
ら
れ
ま
し
た
。
冒
土

祖
皇
宗
因
を
肇
む
る
』
と
い
う
『
国
つ
く
り
の
神
話
』
が
ひ
ろ
め
ら
れ
、
大
胆
入
神
や
神
武
天
皐
か
国
を
つ
く
っ
た
と
い
う
歴
史
の
つ
く
り

か
え
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
『
神
回
田
心
想
』
は
明
治
以
降
、
『
国
体
』
と
い
う
言
目
梨
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
『
国

体
』
が
お
お
や
け
の
二
一
＝
栗
と
し
て
登
場
し
た
の
は
『
数
台
勅
語
』
か
ら
で
す
。
『
神
国
思
想
』
を
国
民
に
広
め
る
う
え
で
人
き
な
役
割
を
は

た
し
た
の
は
、
『
教
育
勅
語
』
に
も
と
っ
く
学
校
教
育
と
『
軍
人
勅
諭
』
に
も
と
っ
く
甲
隊
で
し
た
」
（
「
『
神
岡
日
本
』
　
の
Ⅲ
心
想
と
日
本
の
戦

前
社
会
」
『
荊
衛
』
二
〇
〇
〇
年
L
月
号
、
九
六
ペ
ー
ン
）
。

（
2
8
）
A
r
－
S
t
O
t
e
－
e
s
も
p
 
C
ュ
」
付
設
a
諾
－
u
O
前
掲
訳
、
八
ペ
1
／
。
出
隆
、
別
掲
か
、
一
己
四
ペ
ー
ソ
。
「
こ
の
よ
う
な
〔
関
空
共
同

体
へ
の
街
勤
は
、
す
へ
て
の
人
間
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
（
自
然
的
に
、
言
q
：
）
そ
な
わ
っ
て
い
る
。
」

（
2
9
二
女
チ
】
諜
N
b
3
－
∽
－
同
ヒ
訳
、
六
ペ
ー
ノ
、
山
隆
、
前
掲
¶
日
、
三
〇
一
ペ
ー
ジ
。

（
3
0
）
－
b
E
j
】
N
ひ
∽
a
q
－
－
○
　
同
上
訳
、
七
ペ
ー
ン
。
出
隆
、
同
上
か
、
二
〇
E
ペ
ー
ノ
。

（
3
1
）
A
r
－
S
t
O
t
e
－
e
s
－
M
e
t
a
p
h
y
s
】
C
a
k
0
0
冨
芦
『
形
而
上
学
』
山
隆
訳
、
全
集
十
一
巻
、
　
ペ
ー
ン
。
た
だ
し
「
生
ま
れ
つ
き
」
を
「
什

ま
れ
な
が
ら
に
」
　
に
か
え
た
。

（
3
2
）
拙
著
、
前
掲
『
キ
リ
ノ
ア
・
ポ
リ
ス
祉
全
の
哲
学
』
八
〇
、
一
八
八
ペ
ー
ソ
右
参
照
。

（
3
3
）
　
H
畑
忍
、
前
掲
書
、
四
四
ペ
ー
ン
。

（
3
1
）
丁
佐
実
正
」
都
は
『
と
こ
ま
で
描
け
る
生
物
進
化
』
（
新
日
本
出
版
社
、
一
九
九
五
年
）
　
で
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
学
説
を
次
の
よ
う
に
簡
潔
に

要
約
し
て
い
る
。
進
化
論
に
か
ん
し
て
現
在
の
と
こ
ろ
中
核
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
は
総
A
［
説
で
あ
る
が
、
1
総
合
説
の
源
流
は
ク
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
で
す
。
」
「
か
れ
は
『
種
の
起
源
』
の
中
で
、
、
叱
．
時
ま
で
　
椴
に
適
用
し
て
い
た
、
生
物
は
人
間
も
含
め
て
神
が
釦
漉
し
た

も
の
で
あ
り
、
し
か
も
神
が
造
っ
た
ま
ま
占
来
変
化
せ
ず
に
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
い
う
、
キ
リ
ス
ト
教
的
な
生
物
に
た
い
す
る
固
定
観
念

を
打
ち
破
り
、
生
物
は
祖
先
の
生
物
か
ら
変
化
し
進
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
什
物
進
化
の
車
実
を
科
ア
的
に
確
立
し
ま
し
た
。
同
時
に

進
化
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
し
∩
然
選
択
説
（
H
然
淘
汰
説
）
を
毘
出
し
ま
し
た
。
署
吾
『
和
の
起
源
』
に
も
『
H
然
選
択
に
よ
る
』
と
い

ぅ
副
題
が
つ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
自
然
選
択
説
が
吊
般
に
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ス
ム
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
で
、
現
在
の
総
人
口
説
の
原
型
で
す
」
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「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
自
然
選
択
説
と
は
、
要
す
る
に
、
什
物
は
一
般
に
多
薦
で
あ
っ
て
過
剰
繁
殖
で
あ
る
か
ら
、
廿
ま
れ
た
√
と
う
し
の
問
で

ヰ
存
競
争
が
起
こ
る
。
す
へ
て
の
√
は
ま
っ
た
く
同
等
で
は
な
く
何
体
変
異
が
あ
る
、
そ
の
中
で
環
境
に
適
応
し
た
有
利
な
変
異
を
も
っ
た

個
体
か
撞
き
残
る
。
つ
ま
り
適
者
咋
ん
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
き
残
っ
て
個
体
が
繁
殖
L
r
孫
に
そ
の
有
利
な
椚
質
を
は
え
て
ゆ
く
。
こ

の
こ
と
が
累
代
継
続
し
て
起
こ
る
と
、
結
局
は
環
境
に
適
応
し
た
優
れ
た
形
質
が
漸
進
的
に
蕎
宿
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
種
が
変
化
し

l
物
は
進
化
す
る
と
い
う
考
え
で
す
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
は
H
椰
内
の
ヰ
存
闘
争
を
考
え
て
い
ま
す
。
」
「
適
者
什
ナ
仔
と
い
う
■
［
葉
は
日
義
語
反
復

で
あ
る
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
」
（
　
ヒ
一
－
　
ペ
ー
／
）
。
ク
ー
ウ
ィ
ン
の
進
化
論
の
要
点
は
こ
の
よ
う
で
あ
り
、
〓
難
の
異
な
る
階
層

を
な
す
人
間
の
祉
会
の
発
展
に
つ
い
て
な
に
も
の
も
語
ら
ず
、
安
価
な
類
推
を
許
す
余
地
を
も
っ
た
く
も
っ
て
い
な
い
。
社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ

ズ
ム
は
、
進
化
論
の
流
行
の
彼
に
の
っ
た
非
科
学
的
な
封
会
理
論
で
あ
る
、
と
い
え
よ
う
。

†
　
1
物
進
化
の
考
え
は
ダ
ー
ウ
ィ
／
以
前
か
ら
あ
っ
た
。
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
マ
ル
ク
が
隼
物
の
進
化
と
い
う
窄
新
的
な
思
想
を
提
起
し
た
。

し
か
し
、
当
時
ま
た
か
れ
の
説
を
実
記
す
る
だ
け
の
卜
わ
な
科
学
的
な
行
餌
に
欠
け
て
い
た
た
め
に
、
苦
茶
な
化
石
学
鶉
キ
ュ
ヴ
ィ
工
に
よ
っ
て
批

判
さ
れ
て
、
そ
の
説
は
敗
れ
た
。
し
か
し
、
芋
佑
美
は
下
目
く
。
ラ
マ
ル
ク
の
ヰ
物
進
化
の
思
想
は
イ
ギ
リ
ス
に
輸
入
さ
れ
ま
う
。
チ
ャ
ー
ル
ス
・
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
4
物
進
化
を
初
め
て
捉
椚
し
た
祖
父
エ
ラ
ス
ム
ス
・
ダ
ー
ウ
ィ
／
の
影
響
、
さ
ら
に
学
校
教
育
の
揖
轡
が
見

ら
れ
ま
す
。
ま
た
か
れ
が
ヒ
ー
ク
ル
H
つ
航
海
小
に
読
ん
だ
ラ
イ
ユ
ル
の
『
地
質
学
原
理
』
の
小
の
地
球
の
歴
史
、
地
腎
の
発
達
に
か
ん
す
る
説
も
、

進
化
論
成
立
の
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
n
然
選
択
説
の
発
想
に
は
マ
ル
サ
ス
の
『
人
目
論
」
の
影
轡
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
L
（
前
掲
〃
、
　
L
五
、

〇
二
⊥
　
ペ
ー
ノ
）
。
た
だ
し
、
さ
い
こ
の
マ
ル
サ
ス
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
汀
（
3
7
）
　
の
訳
巾
］
は
、
．
訳
書
あ
と
が
き
し
で
、
　
マ
ル
サ
ス
の
　
『
人

口
論
』
を
読
ん
で
学
説
の
成
正
の
動
機
を
え
た
と
い
う
記
述
は
、
現
在
で
は
い
さ
さ
か
疑
問
視
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
る
。
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
7
説
の

H
日
輪
は
マ
ル
サ
ス
を
読
む
以
前
に
で
き
あ
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
郡
美
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
　
（
　
四
九
ペ
ー
ノ
）
と
お
い
て
い
る
。

（
3
5
）
穂
積
陳
重
『
‥
加
藤
弘
之
先
生
へ
の
〕
告
別
ノ
辞
±
扇
妾
学
会
雑
誌
』
第
二
－
巻
第
二
‥
了
、
大
正
有
年
の
巻
頭
。
穂
硫
陳
重
『
統
法
震

岩
波
文
唾
、
▲
九
八
〇
年
、
　
凹
・
ハ
ペ
ー
ノ
。

（
3
6
）
加
藤
弘
之
『
強
者
の
権
利
の
競
争
』
哲
学
書
院
、
　
八
九
一
年
、
二
〇
、
一
〇
六
、
▲
二
二
▲
ペ
ー
ノ
。

（
3
7
）
『
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
自
伝
』
八
杉
龍
一
・
江
上
生
子
訳
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
二
C
0
0
年
を
参
旧
、
。

（
3
8
）
　
ロ
ー
セ
ン
タ
ー
リ
・
ユ
ー
ノ
ン
監
修
『
哲
学
辞
典
』
岩
崎
書
店
、
一
九
五
六
年
、
　
九
一
－
二
ペ
ト
／
。

（
3
9
）
岩
崎
・
宮
原
将
平
『
現
代
自
然
科
学
と
唯
物
弁
証
法
』
大
月
書
店
、
一
九
七
三
叩
、
一
二
L
ペ
ー
／
。




